
抄　録

一般演題
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一般演題　基礎１

O-1-1

デュロキセチンはリポ多糖刺激マクロファージ細胞株に
おける一酸化窒素の合成を増大させる
〇中谷 善彦 1、青山 浩己 1、山本 直樹 1,2,3

1国際医療福祉大学薬学部薬物治療学分野、2国際医療福祉大学基礎医学研究センター、
3国際医療福祉大学三田病院精神科

【目的】
現在、抗うつ薬のファーストラインとして選択的セロトニン再取込み阻害薬（selective serotonin 
reuptake inhibitor; SSRI）や選択的セロトニン・ノルアドレナリン再取込み阻害薬（selective serotonin-
noradrenaline reuptake inhibitor; SNRI）があり、中枢神経系でセロトニンやノルアドレナリンの細胞間
質濃度を高めることによりその作用を発揮する。一方、これらの末梢、特に免疫系に対する影響は
ほとんど報告されていない。
本研究では、代表的な起炎物質であるリポ多糖 (Lipopolysaccharide; LPS)によるストレス刺激に対し、
SNRIの1つであるデュロキセチンがマクロファージ細胞株RAW264.7の増殖や一酸化窒素（NO）合
成に及ぼした影響について報告する。
【方法】
RAW264.7は10% FBS/DMEMで培養した。細胞を5×105/mLで播種して24時間培養後、LPS（1 µg/
mL）と抗うつ薬（10 µM）を培地に同時に添加した。その24時間後、LPSと抗うつ薬曝露による細
胞増殖率の変化をWST-8 assayで検討した。また、同条件下におけるNO産生作用の変化をGriess法
で検討した。更に、影響が認められたデュロキセチンについて、より詳細な濃度での検討を進めた。
またLPSとデュロキセチン添加24時間後にRAW264.7のタンパク質を抽出し、ウェスタンブロット
法で解析した。
【結果】
LPS（1 µg/mL）と抗うつ薬（10 µM）との同時曝露において、デュロキセチンのみがRAW264.7細胞
において有意にLPS誘導NO産生を増加させた。一方、細胞増殖率に対する変化は認められなかっ
た。更に詳細な濃度で検討したところ、デュロキセチンはLPS誘導NO産生を有意に増加させる一
方、細胞増殖率を有意に低下させた。また、ウェスタンブロット法により iNOSの有意な発現増加が
認められた。
【考察】
本研究より、マクロファージ細胞株RAW264.7において、デュロキセチンがLPS誘導NO産生を増大
させ、それに iNOSの発現増加が関与している可能性が示唆された。今後、iNOS発現増加の詳細な
メカニズムの解析に加え、これらの現象の生体における影響について更なる検討が必要である。
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一般演題　基礎１

O-1-2

心理社会的ストレスが慢性疼痛病態モデルに及ぼす影響
〇齊藤 秀俊 1、武田 弘志 1、八田 拓弥 2、津田 誠 2

1国際医療福祉大学　福岡薬学部薬学科、2九州大学大学院 薬学研究院 薬理学分野

【目的】慢性疼痛病態は身体的要因のみならず社会的要因や精神的要因が複雑に影響し合っている。
慢性疼痛に影響を及ぼす要因のひとつにストレスがあり、社会的ストレスは侵害刺激の知覚や処理
を変化させる。社会的ストレスに関連して、うつや不安などの精神症状と併発する慢性疼痛病態は治
療への応答性が悪く、心理的要素による痛み調節機構には未解明な部分が多く残されているため、よ
り詳細で神経化学的な解明が待たれる。本研究では、実験動物を用いた基礎実験において、社会的
敗北ストレスが、異なるタイプの慢性疼痛モデルを経験したマウスの侵害受容行動に及ぼす影響と、
そのメカニズムの解明を目指した。
【方法】C57BL/6J雄マウスを用いて、末梢神経傷害による神経障害性疼痛モデル、完全フロイントア
ジュバント (CFA)足底部投与による炎症性疼痛モデル、レセルピン投与による線維筋痛症モデルを作
成した。それぞれのモデル動物において、疼痛病態誘導後に自然寛解が観察されるまで期間をおい
た後、社会的敗北ストレスを負荷した。ストレス負荷後から7日間、後肢での機械刺激に対する逃避
閾値をvon Freyフィラメントを用いて評価した。社会的敗北ストレス負荷後の血清中サイトカインの
発現変化については、サイトカインアレイを用いて評価した。また、行動測定終了時に脊髄組織を採
取し、免疫組織学的解析を行った。
【結果】単回の社会的敗北ストレスを負荷することで、疼痛病態回復期に逃避閾値の再低下が観察さ
れた。この効果は、他の慢性疼痛モデルであるCFA誘発炎症性疼痛モデルやレセルピン誘発疼痛モ
デルでも同様にみられたが、疼痛病態を経験していないコントロールマウスではみられなかった。社
会的敗北ストレス負荷後に末梢血中の炎症性サイトカインの増加が認められたことから、ストレス負
荷の代替としてリポポリサッカライド (LPS)腹腔内投与による炎症惹起を行ったところ、同様の閾値
再低下が引き起こされた。さらに、LPS腹腔内投与によって誘導されるサイトカインの内、インター
ロイキン６を静脈内に投与しても閾値再低下が誘導された。この時、脊髄組織中でミクログリアの
活性化マーカータンパクの増加が観察された。
この結果から、社会的敗北によるストレスそのものが、経験した慢性疼痛状態の再発を誘発し、脊
髄ミクログリアの再活性化が痛みの再発に関与している可能性が示された。
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一般演題　基礎１

O-1-3

反復社会的敗北ストレスによる痛覚感受性への影響
〇大澤 匡弘

帝京大学　薬学部　臨床薬学講座　薬効解析学研究室

【背景・目的】痛みが認知されるには、体性感覚に加え不快な情動が加わる必要がある。こころの
状態が痛み認知に対して何らかの影響を及ぼすことは経験的によく知られているが、その詳細なメ
カニズムは不明である。そこで、本研究では、こころの状態が痛み感受性に対する影響とそのメカ
ニズムを明らかにするため、うつ病の動物モデルとして広く応用される反復的社会敗北ストレス
（repeated social defeat stress; SDS）負荷モデルを用いて検討を行った。
【方法】実験には6-10週齢のC57BL/6J系雄性マウスを使用した。16週齢以上の ICR 系雄性マウスに

C57BL/6Jマウスを 10 分間攻撃させた後、翌日まで身体的な接触のみを排除して隣接飼育した。翌日
には前日と同様の処置を行った。この操作を 5 日間繰り返すことでSDSモデルとした。痛覚閾値は、
von Frey test法により測定した。カテコラミン神経系の可視化は、チロシンヒドロキシラーゼ（TH）
抗体を用いた免疫蛍光染色法を行った。帯状回皮質（ACC）への薬物局所微量注入は、ACC領域の
両側にガイドカニューレを挿入し、回復期間（7日）ののち、SDS負荷後に行った。神経細胞の選択
的機能調節は、薬理遺伝学的手法を用いた。
【結果】SDSを反復的に負荷すると、SDS負荷１日目より足の痛覚閾値が低下した。この反復的SDS
負荷による痛覚閾値の低下は、SDS負荷終了後も持続し、SDS負荷終了後 7 日間認められた。低下
した痛覚閾値は、ノルアドレナリン・セロトニン再取り込み阻害薬であるduloxetineの単回投与によ
り用量依存的かつ一過性に上昇した。また、反復的SDS負荷マウスのACC領域においてTHの免疫
蛍光強度が減弱した。そこで、NAをACCに微量注入したところ、反復的SDS負荷マウスの痛覚閾
値の低下が改善した。ノルアドレナリン神経毒であるDSP-4 をACCに微量注入しノルアドレナリン
神経終末を破壊すると、機械刺激に対する痛覚閾値の低下が認められた。薬理遺伝学的に青斑核か
ら帯状回皮質に投射する神経細胞を選択的に抑制したところ痛み閾値の有意な低下が認められた。
【考察】本研究結果より、心因性の疼痛には帯状回皮質のノルアドレナリン神経系の機能低下が関与
し、その機能を賦活することで痛覚変調性疼痛が改善する可能性が示唆された。
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一般演題　基礎１

O-1-4

5-HT1A受容体の刺激はストレス非適応モデルマウスにお
いてGSK3βを介してミエリン構成タンパク質の発現を促
進させる
〇黒川 和宏 1、桝井 咲来 1、高野 寧花 1、森下 亮太 1、足立 龍司 1、武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学・薬学部・薬理学分野、2国際医療福祉大学・研究管理室

【背景・目的】当研究室ではこれまでに、5-HT1A受容体刺激薬であるflesinoxan（FLX）が、ストレ
ス非適応モデルマウスの情動行動の低下を改善し、ミエリン構成タンパク質であるmyelin associated 
glycoprotein（MAG）及びmyelin basic protein（MBP）の発現量の減少を回復させることを明らかにし
ている。また、5-HT1A受容体の刺激は、海馬のglycogen synthase kinase 3β（GSK3β）を活性化して、
ミエリン構成タンパク質を修復している可能性を見出している。これらの知見を踏まえ、本研究で
は、GSK3β阻害薬である炭酸リチウムを用いて、ストレス非適応マウスにおいて5-HT1A受容体の刺
激がオリゴデンドロサイトの発現に及ぼす影響とGSK3βとの関連性について検討した。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：20003）。

ICR系雄性マウス（6週齢）に1 ～ 5日目は普通餌を、6日目以降は普通餌または0.2%炭酸リチウム
を含んだ餌（以下Li）を自由摂取させながら、1日1回4時間の拘束ストレス刺激を14日間慢性的に
負荷した。また、1 ～ 13日目のストレス刺激負荷直後にFLXを腹腔内投与した。最終拘束ストレス
刺激負荷直後にホールボード試験により情動行動を評価し、その後海馬を採取して各種タンパク質の
発現量をWestern Blot法により定量した。
【結果】ストレス非適モデルマウスにFLXを投与することでホールボード試験における穴のぞき行動
の回復が認められたが、Li処置によりこの情動行動の回復は有意に抑制された。このような条件下
で、海馬におけるミエリン構成タンパク質の発現量について検討したところ、MAG及びMBPのタ
ンパク質発現量の有意な低下が認められた。また、オリゴデンドロサイト転写因子であるOlig2及び
SOX10のタンパク質発現量も有意に低下していた。
【考察】以上の結果より、5-HT1A受容体の刺激はGSK3βを介して海馬のオリゴデンドロサイト転写因
子を誘導し、ミエリン構成タンパク質を修復することによってストレスへの非適応に起因する情動行
動の低下を改善することが示唆された。
【付記】
本発表に際し開示すべきCOIはない。
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一般演題　基礎１

O-1-5

雌雄マウスにおけるストレスに対する適応性及び海馬 
ミエリンの感受性の差異
〇佐藤 菜々美 1、黒川 和宏 1、小佐野 達也 1、磯 和佳奈 1、堀江 泉華 1、大栗 優音 1、
武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学・薬学部・薬理学分野、2国際医療福祉大学・研究管理室

【背景・目的】精神疾患の罹患率は男性よりも女性の方が高いにも関わらず、基礎研究ではモデル動
物の作成及び評価に雄性マウスを用いることがほとんどである。これまでに我々は、雄性マウスを
用いた基礎研究において、負荷するストレス刺激の強度を変えることにより、ストレスに対して適
応し情動行動の低下を示さないストレス適応モデルマウス（適応マウス）と、適応機構が破綻して
情動行動の低下を示すストレス非適応モデルマウス（非適応マウス）を作製できることを明らかに
している。また、これらモデルマウスを用いた検討において、非適応マウスの海馬内ではミエリン
構成タンパク質であるmyelin associated glycoprotein（MAG）及びmyelin basic protein（MBP）の発現
量が低下するが、適応マウスでは有意な変化は認められないことを見出している。これらの知見を
踏まえ、本研究では、雌性マウスに対して雄性マウスと同じ条件で拘束ストレス刺激を負荷した場
合の、情動行動ならびに海馬におけるミエリン構成タンパク質の変化について検討した。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：20003）。

ICR系雌性マウスに1時間あるいは4時間の拘束ストレス刺激を1日1回14日間慢性的に負荷した。
最終ストレス刺激負荷直後にホールボード試験を行い、情動行動を評価した。また、ホールボード
試験終了後に海馬を採取し、各種ミエリン構成タンパク質の発現量をWestern Blot法により定量した。
【結果】雌性マウスに対して、雄性マウスでは適応可能であった1時間の拘束ストレス刺激を慢性負
荷した結果、ストレスに対する適応形成の障害と海馬におけるMAG及びMBP発現量の有意な減少
が認められた。さらに、雄性マウスでも適応障害を引き起こす4時間の拘束ストレス刺激の慢性負荷
では、海馬のMAG及びMBPに加えて、雄性マウスでは変化しないproteolipid protein（PLP）並びに
2',3'-cyclic nucleotide 3'-phosphodiesterase（CNPase）の発現量も有意に減少した。
【考察】以上の結果より、雌の方が雄よりもストレスに対して脆弱であり、ミエリン形成の障害やス
トレスへの非適応を来しやすい可能性が示唆された。
【付記】
本発表に際し開示すべきCOIはない。
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一般演題　心身・心理・精神１

O-2-1

小児期のいじめ被害が成人期の状態不安に与える影響 
～睡眠反応性と抑うつ的反芻による媒介作用について～
〇八木 維一朗、桝屋 二郎、井上 猛

東京医科大学 精神医学分野

【背景・目的】日本ではいじめ認知件数が年々増加しており、大きな社会問題となっている。小児期
にいじめ被害を受けると短期的なストレス反応のみならず、中長期的にはうつ病や不安障害あるい
は自傷や自殺の増加を引き起こすことが知られている。一方で我々の研究から小児期のいじめ被害
が特性不安や抑うつ的反芻に正の影響を及ぼすことが明らかになっている。そしてストレス曝露後
に睡眠障害が起こることや、抑うつ的反芻は不眠などの睡眠障害を惹起することも報告されている。
状態不安は特定の時点や対象物に対して抱く一時的な不安である。抑うつ的反芻は自身の抑うつ症
状やその状態に陥った原因や結果をネガティブに考えることを繰り返すことをいい、うつ病や不安障
害に共通する不適切な感情調節機構と言われている。睡眠反応性はストレス暴露により睡眠が妨げ
られ、入眠や睡眠維持が困難になる程度をいう。今回、「小児期のいじめ被害が抑うつ的反芻やスト
レス曝露の睡眠反応性を媒介因子として中長期的に成人期の不安症状に影響を与えているのではな
いか」と仮説を立てて検証することとした。
【方法】2017年4月から2019年4月の期間に576人（男性248名、女性324名：平均年齢41.1±11.8歳）
の一般成人ボランティアに対し、人口統計学的情報の質問紙といじめられた体験に関する質問紙、
State anxiety of State Trait Inventory form S(STAI-S)、Ruminative Responses Scale(RRS)、Ford Insomnia 
Response to Stress Test（FIRST）という各々状態不安、抑うつ的反芻、睡眠反応性に関する質問紙を
用いて統計解析を行った。STAI-Sを従属変数とし、人口統計学的情報と質問紙の各スコアを独立変
数とし強制投入法による重回帰分析を実施した。次に構造方程式モデリング・ロバスト最尤推定に
よる共分散構造分析を用い要因間分析を行し、各項目の複合的関連や媒介効果について検討した。
【結果】小児期のいじめ被害は直接的には成人期の状態不安に影響を与えていないものの、抑うつ的
反すうと睡眠反応性を介して間接的に成人期の状態不安へ正の影響を与えていた。
【考察】小児期のいじめ被害が、抑うつ的反芻と睡眠反応性を介して、成人期の状態不安に影響を与
えることが明らかになった。いじめ被害の防止が、成人期での不安症状の発症を予防につながり、う
つ病や不安障害といった精神疾患の罹患を予防できる可能性がある。また、成人期の不安状態の背
景に小児期のいじめ被害の有無を確認し、その適切な対処をすることは臨床上重要であると考えられ
る。
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一般演題　心身・心理・精神１

O-2-2

アフリカ地域の発展途上国における中高生の自殺念慮に
影響する心理社会的要因
〇松永 晶太

東京女子医科大学 統合教育学修センター

【背景・目的】
　2015年に国連で採択された持続可能な開発目標 (SDGs) では、自殺率がメンタルヘルスに関する
ターゲットの指標として設定されている。これを受けて、発展途上国においても自殺が問題視され
るようになってきた。そのため、重点的な自殺対策が求められるが、多くの途上国では十分な対策
がなされていないのが現状である。また、近年は特に中高生における自殺が世界的に問題視されて
いるが、途上国における中高生の自殺は研究がほとんど存在しない。
　本研究は、アフリカ地域の発展途上国の中高生における自殺念慮に影響する心理社会的要因を明
らかにすることを目的とした。
【方法】
　世界保健機関 (WHO) が2010年から2017年に各国で行った、Global School-Based Student Health 
Surveyのデータを使用した。解析対象国は、アフリカ地域の低所得国3か国、低中所得国5か国、高
中所得国2か国の計10か国であった。自殺念慮の有無をアウトカム、18の心理社会的変数を説明変
数とする一般化線形モデルを用いて解析を行い、オッズ比 (OR) と95%信頼区間 (95%CI) をそれぞれ
算出した。
【結果】
　解析対象者は30,707名 (男性49.5%、女性50.5%) であった。自殺念慮は17.7% (95%CI: 17.3-18.2) に
おいて観察された。
　解析の結果、女性 (OR = 1.22, 95%CI: 1.15-1.31)、食料供給の不安定さ (OR = 1.30, 95%CI: 1.18-1.43)、
身体的攻撃 (OR = 1.21, 95%CI: 1.13-1.30)、身体的喧嘩 (OR = 1.21, 95%CI: 1.12-1.30)、いじめ (OR = 
1.49, 95%CI: 1.39-1.59)、孤独感 (OR = 1.42, 95%CI: 1.30-1.55)、不眠 (OR = 1.72, 95%CI: 1.58-1.87)、喫
煙 (OR = 1.60, 95%CI: 1.45-1.77)、飲酒 (OR = 1.13, 95%CI: 1.03-1.24)、薬物 (OR = 1.36, 95%CI: 1.22-
1.50)、不登校 (OR = 1.11, 95%CI: 1.04-1.19)、親の不適切なかかわり (OR = 1.14, 95%CI: 1.05-1.24) が自
殺念慮のリスク要因であった。
　一方、低中所得国 (OR = 0.92, 95%CI: 0.85-0.99)、友人のサポート (OR = 0.91, 95%CI: 0.84-0.98)、親
の理解 (OR = 0.88, 95%CI: 0.82-0.95)、身体的活動 (OR = 0.84, 95%CI: 0.76-0.93)、親しい友人が1人い
ること (OR = 0.77, 95%CI: 0.69-0.85)、2人いること (OR = 0.75, 95%CI: 0.67-0.83)、3人以上いること 
(OR = 0.63, 95%CI: 0.57-0.69) はそれぞれ保護要因であった。
【考察】
　低所得国や飢餓のある地域への国際的な援助が、アフリカ地域における青年期の自殺予防につな
がる可能性が示唆された。また、各国内において、暴力や物質の使用を防ぐための教育プログラム
やソーシャルサポートを充実させる制度の整備、子供を持つ大人への心理教育を含めた支援等が自
殺予防の観点からも重要と考える。
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一般演題　心身・心理・精神１

O-2-3

大学生におけるソーシャルメディアでの交流とストレス
反応との関連：反芻の調整効果
〇伴 英美子 1、時田 征人 2、島津 明人 3

1慶應義塾大学 政策・メディア研究科、2慶應義塾大学 SFC研究所、3慶應義塾大学 総
合政策学部

【背景】反芻とはネガティブなことを繰り返し考える傾向を指し，抑うつの素因といわれる（高野・
丹野，2017）。近年，多くの大学生がソーシャルメディア（SM）を使用しているが，反芻傾向が高い
人は，SM内でネガティブな交流を経験すると心理的ストレス反応が高まる可能性がある（Seabrook 
et al., 2016）。
【目的】日本の大学生における，SM内での交流と心理的ストレス反応との関係，および両者の関係
における反芻の調整効果を明らかにする。
【方法】インターネット調査会社に登録する大学生から学年と性別ごとに25名計200名を募集し，研
究協力に同意した174名を対象としてWeb調査を実施した。調査項目として，個人属性（性別，学年）， 
SM内の交流（ポジティブ・ネガティブ，各4件法），反芻（5件法4項目，RRQ日本語版），心理的ス
トレス反応（5件法6項目，K6）を用いた。調査は2021年11月29日から12月3日に実施した。心理
的ストレス反応を結果変数とし，SM内の交流，反芻，および交流と反芻との交互作用項を説明変数
とした階層的重回帰分析を交流内容の種類（ポジティブ・ネガティブ）ごとに行った。回答が有効
な174名（男性86名，女性88名）を解析対象者とした。
【結果】SM内のポジティブ交流では，反芻が正の有意な主効果を有していたほか（β=.45, p<.001），
交流と反芻との交互作用項が有意傾向であった（β=.13, p=.058）。単純傾斜検定の結果，反芻が高い
群は，交流と心理的ストレス反応との正の関連が有意傾向（β=.18, p=.092）であった。ネガティブ交
流では，交流（β=.18, p=.008）と反芻（β=.43, p<.000）が正の有意な主効果を有していたほか，両者
の交互作用項（β= .12, p=.075）が有意傾向であった。単純傾斜検定の結果，反芻が高い群では，交流
と心理的ストレス反応との間に有意な正の関連を有していた（β=.30, p<.001）。
【考察】反芻がSM使用と心理的ストレス反応との関連を調整していた。反芻が高い群では，ポジティ
ブ交流およびネガティブ交流と心理的ストレス反応との間に正の関連が認められ，SM内の交流内容
の種類に関わらず，交流の多さが心理的ストレス反応の高さと関連する可能性が示唆された。
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一般演題　心身・心理・精神１

O-2-4

大学生のADHD傾向と時間ストレス場面反応及び 
マインドフルネス特性・不安の関連
〇佐々木 颯大 1、島田 栄子 2

1文京学院大学大学院人間学研究科心理学専攻臨床心理学コース、2文京学院大学人間
学部心理学科

【問題と目的】注意欠如多動症ADHDの特性の不注意の傾向は小児から成人期まで続く。大学生で
ADHD症状があると先延ばしで課題提出が間に合わない，急ぎすぎてアルバイトでミスが多いなど
時間感覚のずれから不適応，さらに不安や抑うつを合併することもある。ところでマインドフルネ
ス（MF）は，今ここでの経験に評価や判断を加え能動的な注意を向けることで，MF特性とは日常
で経験するMFの程度を示す。PF study は刺激図使用の投影法検査で，梅原（2020）によると ADHD
児ではGCR％（社会適応と関連）が低く，U（判定不能）反応が多い。しかし成人ADHDとPF study
に関する報告は多くない。今回，大学生のADHD傾向，不安及びMF特性との関連及びPF studyの時
間ストレスに関する図版反応を検討し考察を加える。利益相反（COI）はない。
【対象と 方法】大学生101人に倫理的配慮し次の質問紙調査をした。①Five Facet Mindfulness 
Questionnaire（FFMQ）：下位尺度は「観察」「反応しないこと」「判断しないこと」「描写」「意識した行動」
②Adult ADHD Self-Report Scale-v1.1（ASRS）③State-Trait Anxiety Inventory（STAI)④P-F study（PF）
成人版の図版（4，13，14，16，19）。
【結果と考察】ASRSはSTAI特性と1％水準で正の，「判断しないこと」，「意識した行動」と各々 5％，
1％の水準で負の相関がみられた。STAI状態は「反応しないこと」と5％水準で負の相関がみられ
た。STAI特性は5％水準で「反応しないこと」「描写」と，1％水準で「判断しないこと」「意識した
行動」と負の，「観察」と5％水準で正の相関がみられた。ADHD傾向が高いと不安傾向も高く，価
値判断を下さないこと，意識した行動もできにくい傾向を示唆した。ADHD傾向（A）群31人，非
ADHD(非A)群69人に分けPFを比較した。会話文字数は13図（約束した相手に急用ができた）でA
群が5％水準で多かった。反応数は 14図（人を待つ）の「無責的」，「障碍優位型」が共にA群が5％
水準で少なく，19図（警官にスピードを注意される）の「他責的」が5％水準 でA群が多かった。
反応内容は4図（電車に間に合わず謝罪される）の「無責逡巡反応」でA群は全て「大丈夫です」だ
けであった。
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一般演題　心身・心理・精神１

O-2-5

成人期発達障害女性の対人ストレスコーピングと 
カモフラージュの関連
〇宮岡 佳子 1,2

1跡見学園女子大学心理学部臨床心理学科、2小石川東京病院精神科

【背景・目的】発達障害は男女比が4：1で女性は少ない。さらに、女性の発達障害では、正常のよう
にふるまうカモフラ―ジュを行う者が男性よりも多く、症状が周囲に分かりにくい。そこで本研究
では、成人期発達障害女性に焦点をあて、対人ストレスコーピングとカモフラ―ジュ傾向及び自己
切替の意識について調べる。【方法】ウエブアンケートを行った。構成は以下である。（1）年齢、職
業等。（2）症状のカモフラージュ傾向（4件法）。（3）コーピング尺度（尾関 , 1993）回答者がストレッ
サーを挙げ、それへのコーピングを「問題焦点型」「情動焦点型」「回避・逃避型」で測定。本研究で
は、ストレッサーを「家族」「職場・学校の対人関係」の2場面で挙げてもらった。（3）PHQ ９（Patient 
Health Questionnaire 9)（村松ら , 2009）うつ状態を測定。（4）自己多次元性尺度（藤野 2022) 自己を
切り替えているかを測定。「意識的自己切替」「無意識的自己切替」「自己不変」の3因子よりなる。【結
果】発達障害の診断で通院中の女性150名から回答を得、このうち「家族」「職場・学校の対人関係」
でストレスがあると回答した121名（平均年齢35.7歳）を分析した。自己申告による病名では、自閉
スペクトラム症圏44名（36.4%）、注意欠如多動症圏52名（43.0%)、その他2名（1.7%)、具体的病名
は分からない37名（30.6%）であった。診断名は合併も含む。家族に対しストレスがある者は85名
（70.2%)、職場・学校の対人関係でストレスがある者が74名（61.2%)であった。「問題焦点型」「情動
焦点型」「回避・逃避型」コーピングはお互いに高い正の相関を示した。年齢、カモフラージュ傾向、
自己多次元性尺度の下位尺度、PHQ ９を独立変数、2場面３コーピングを従属変数として６つの重回
帰分析を行った。「自己不変」は2場面3つのコーピング全てに正の影響を与えていた。カモフラー
ジュ傾向は職場・学校での問題焦点型と情動焦点型に10％の有意傾向で正の影響を与えていた。【結
論】自己が一貫している者は多くのコーピングを用いることができる。カモフラージュする者も職場
や学校といった対外的な場面でコーピングを用いやすい。
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一般演題　公衆衛生・看護１

O-3-1

ヘドニック対ユーダイモニック：健康認識と炎症マーカー
の関連をみた予備的研究
〇井上 由貴子 1、中田 光紀 2、永田 智久 3、阿久津 聡 4、勝村 史昭 5、頓所 つく実 6、
菊永 一輝 2

1産業医科大学 IR推進センター、2国際医療福祉大学大学院 医学研究科、3産業医科大
学 産業生態科学研究所 産業保健経営学、4一橋大学大学院 経営管理研究科、5事業構想
大学院大学、6オレゴン健康科学大学

【背景・目的】健康とウェルビーイングの関係は長年にわたり研究されてきたが，その詳細なメカニ
ズムや影響の方向性は完全には明らかになっていない．ウェルビーイングは，快楽追求型のヘドニッ
ク（hedonic）ウェルビーイングと，生きがい追求型のユーダイモニック（eudaimonic）ウェルビー
イングの2つに分類される．これまでの研究で，ユーダイモニックウェルビーイングが高い人々は，
Interleukin-6（IL-6）やC-reactive protein（CRP）といった炎症マーカーが低いことが報告されている．
しかし，健康認識に着目した研究は見当たらない．本研究は，ヘドニックとユーダイモニックに分
類した健康認識と炎症マーカーの関連を検討した．
【方法】某企業で2020年8月28日から9月3日に定期健康診断を受診し，免疫関連疾患（喘息，が
ん，甲状腺機能亢進症，アトピー性皮膚炎等）を治療中の者を除く369名を最終解析対象者とした．
質問紙にて健康認識（目指す健康について，14項目の中から3つを選択）を調査し，第1優先を3
点，第2優先を2点，第3優先を1点，それ以外を0点で点数化し，これらの14項目をヘドニックと
ユーダイモニックな健康意識に分類してスコアを合計した．採血後の残血清を用いて炎症マーカー
（Interferon-γ，IL-6，Tumor necrosis factor-α，高感度CRP）を測定した．炎症マーカーをアウトカム
とし，健康認識との関連を調べるため，交絡因子（年齢，教育歴，BMI，喫煙，運動，飲酒，睡眠，
現病歴の数，K6）を調整した重回帰分析を行った．統計解析にはSPSS Ver.21 for Windowsを使用し，
有意水準は5％未満とした．
【結果】ヘドニックな健康を目指す人ほど IL-6が高く（β=.112, p=.023），ユーダイモニックな健康を
目指す人ほど，IL-6が低い（β=-.162, p=.001）傾向にあった．その他の炎症マーカーとの関連は認め
られなかった．
【考察】本研究では，目指す健康がヘドニックかユーダイモニックかによって IL-6との関連が異なる
可能性が見出された．ユーダイモニックな健康を目指す人は，人生の目的や自己成長に焦点を当て
ており，これがストレス管理能力の向上や健康的な生活習慣の維持に寄与することで，慢性的な炎
症が抑制され，IL-6のレベルが低いと推察される．一方，ヘドニックな健康を目指す人は，快楽や
満足を求めることに焦点が当てられており，一時的にストレスは解消されるものの，結果として慢
性炎症の亢進につながり，IL-6が高い傾向にあるのかもしれない．今後，長期的な影響を縦断研究
によって明らかにする必要がある．
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一般演題　公衆衛生・看護１

O-3-2

With/ Post コロナ期の特別支援学校（聴覚障害）における
マスク着用がもたらす養護教諭の困難感
〇大久保 ひろ美 1、平尾 百合子 1、三枝 享 2、山田 ゆみこ 3

1山梨県立大学看護学部、2順天堂大学保健看護学部、3山梨大学医学部看護学科

【背景・目的】特別支援学校（聴覚障害）では、聴覚障害のある乳幼児や児童・生徒に対して、成長
発達段階や障害の程度にあわせた個別の指導計画に沿って教育をしている、新型コロナウイルス感
染症の大流行では、視覚に頼るコミュニケーションをとっている聴覚障害のある乳幼児や児童・生
徒も感染予防のためマスク着用が求められた。今回、A県立ろう学校に勤務し在校生の感染予防に努
める養護教諭に対し、マスク着用がもたらす困難感について半構造化面接ができたので報告する。本
研究の目的は、With/ Post コロナ期における、ろう学校でのマスク着用がもたらす教護教諭の困難感
を明らかにすることである。
【方法】2021年よりA県立ろう学校に勤務し、研究参加の同意が得られた養護教諭1名に30分程度の
半構造化面接を実施した。逐語録を作成し、マスク着用がもたらす困難感について語った内容をデー
タとして整理し分析した。本研究は、所属大学の研究倫理審査委員会の承認を得て実施した。
【結果】A県立ろう学校は、幼稚部から高等部、ならびに寄宿舎が設置され、約30名の在校生がいた。
養護教諭は、一人でろう学校全体の保健活動を担い、コロナ禍以降は感染対策に関する業務が増加し
ていた。養護教諭の語りから、「マスク使用によるコミュニケーション上の困難感」「教職員が使用
するマスク選択の困難感」「プラスチック製マスクの感染リスク」「建物や保健室の構造上の問題」「幅
広い年齢層の在校生への対応上の困難感」があることが明らかとなった。
【考察】文部科学省等の指示により唾液やエアロゾル等の飛沫感染を予防するため、ろう学校でも

2020年当初から不織布マスクが推奨された。不織布マスクでは口の動きが全く見えず、マスクを外
した状態で口形や舌の動きを見せる方法を取らざる負えない状況であった。透明マスクやフェイス
ガード、高額な口の見えるマスクを導入したが、光の反射や教員の吐く息による曇り等で、口元が
見えづらく効果的ではなかった。新型コロナウイルス感染症の感染症法5類への移行後はインフルエ
ンザや他のウイルス感染症も流行し、感染対策の継続が推奨され、体調不良の在校生や教職員に対
応する養護教諭の困難感も継続していた。
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一般演題　公衆衛生・看護１

O-3-3

コロナ禍に伴うストレスとメンタルヘルスに関するデー
タ解析
〇加藤 英明、曾川 甲子郎、細谷 龍一郎、寺島 朝子、池上 大悟、舩田 正彦、 
加賀谷 肇、鈴木 勉

湘南医療大学薬学部医療薬学科

【目的】新型コロナウイルス感染拡大 (コロナ禍 )に伴うストレスは、国民のメンタルヘルスに多大な
影響を及ぼした。しかしながら、その影響に関する検証が十分になされたとは言い難い。そこで本
研究では、コロナ禍直前の2019(令和元 )年の各種統計データをベースとし、コロナウイルスが2類
相当から5類感染症へと移行した2023(令和5)年までのデータを解析することで、コロナ禍に伴うス
トレスとメンタルヘルスの関連性について検討した。
【方法】データ解析には、各省庁 (厚生労働省、総務省統計局、警察庁、国税庁 )のオープンデータを
活用した。本研究では、ストレスおよびメンタルヘルスに関連深い自殺に関するデータを中心に解
析した。
【結果および考察】日本における自殺者数は、2019(令和元 )年では19,425人 (男：13,668人、女：5,757
人 )であったのに対し、2023(令和5)年では21,839人 (男：14,862人、女：6,975人 )と1.12倍の増加
が認められた。人口10万人あたりの自殺者数、すなわち自殺死亡率は、2019(令和元 )年で15.7人と
10年連続で減少を続けていたが、2020(令和2)年では16.4人と増加に転じ、2021(令和3)年16.5人、
2022(令和4)年17.5人、2023(令和5)年17.6人と年々増加が認められた。2019(令和元 )年の自殺死亡
率の男女比は2.37であったのに対し、2023(令和5)年では2.13まで低下、女性の自殺死亡率が増加し
ていることが明らかとなった。2019年 (令和元 )から2023(令和5)年までに自殺者数が1.1倍以上増加
した年齢階級は、増加率の高い順に「10-19歳 (1.23倍 )」、「50-59歳 (1.22倍 )」、「20-29歳 (1.19倍 )」、「80-
歳 (1.11倍 )」であった。10、20代の若い世代も大きなストレスを受けたと考えられる。本研究では、
自殺の原因・動機、コロナ禍での飲酒動向等についての解析も試みた。コロナ禍に伴うストレスは、
メンタルヘルスに多大な影響を及ぼしていることが本研究から明らかとなった。今後もその影響は
続くことが予測される。本研究データがエビデンスとなり、メンタルヘルス領域で活かされること
を切に願う。
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一般演題　公衆衛生・看護１

O-3-4

脅威体験を経験した精神科看護師のレジリエンスとSOC
の特性
〇川北 真衣 1、水野 恵理子 2

1東京歯科大学市川総合病院、2順天堂大学大学院医療看護学研究科

【背景・目的】
看護師の職務ストレッサーやストレス反応は多岐にわたるが、中でも精神科看護師は、患者から心
身を脅かされる体験（以下、脅威体験）を多く経験しやすい。困難で脅威的な状況にもうまく適応
する能力・過程・結果を表すレジリエンスと、個人がストレスに抵抗するための資源であるSOC（Sence 
of Coherence:首尾一貫感覚）、脅威体験の有無、属性、支援との関連を検討することで、患者からの
脅威体験を受けた精神科看護師のレジリエンスとSOCの特性を明らかにする。
【方法】
精神科経験年数3年目以上の精神科看護師373名を対象に、自記式質問紙調査を行った。質問紙調査
の期間は2023年4～ 8月とした。基本属性、脅威体験の有無・種類、メンタルヘルス不調の有無・種類、
サポートの有無・内容についての質問と、レジリエンス状態を表す『精神的回復力尺度』、SOCの高
さを示す『日本語版SOC-13スケール』で構成した質問紙を使用した。統計解析にはｔ検定、Mann-
WhitneyのU検定、ANOVAを用いて、有意差が認められた変数と仮説に基づいて選択した変数を投
入し重回帰分析を行った。有意水準はいずれも5％とした。
【結果】
181名から回答を得て（回収率48.5％）、有効回答166名を分析した（有効回答率91.7％）。各尺度得
点とメンタルヘルス不調の有無に有意差を認めたが、基本属性による有意差は認めなかった。レジリ
エンスに影響を及ぼす因子を重回帰分析で検証し、SOC:β＝0.414、有意味感：β＝0.254、自傷・自
殺への遭遇：β＝0.137が得られ、影響度は大きくないものの、影響の方向性はいずれも正であった。
自由度調整済みＲ ²は0.422であった。
【考察】
精神科看護師は、基本属性、脅威体験の有無・種類、メンタルヘルス不調の内容、サポートの内容に
よる差はなくレジリエンスを備えていると考える。また、自傷・自殺への遭遇という脅威体験は、必
ずしもレジリエンスを低下させず、レジリエンス向上に寄与する側面があると考えられる。レジリエ
ンス向上のため、SOCの概念を取り入れた精神科看護師支援プログラムへの取り組みの必要性が示
唆された。
尚本研究は、2023年度順天堂大学大学院医療看護学研究科にて執筆・提出した修士論文の一部である。
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一般演題　公衆衛生・看護１

O-3-5

シフト勤務がストレスおよび睡眠の質へ及ぼす影響の検証
〇古田島 正樹 1、山口 琢児 2、胡 愛玲 2、小林 弘幸 2

1順天堂大学医学部附属順天堂医院 臨床工学室、2順天堂大学大学院医学研究科 漢方先
端医療医学

【背景・目的】
近年では厚生労働省より医療従事者全体の長時間労働などの勤務環境改善がかかげられ、医師およ
び看護師への介入に関するストレス評価の研究は多くあるが、その他の医療職対象の研究は少ない
のが現状である。今回、夜勤を含むシフト制で勤務する臨床工学技士に対し、ストレスと睡眠の質
について、非侵襲的で簡便に採取できる唾液を使用し、疲労とストレスを測定し、同時に取得した
アンケートによる指標との相関を分析する。また、唾液と生体センサーを用いて睡眠の質にどのよ
うな変化をもたらしているのかを評価することを目的とした。
【方法】
試験前にピッツバーグ睡眠問診票 (PSQI) とEpworth sleepness scale(ESS)を実施。勤務開始 /終了時に1
回ずつ、流涎による唾液採取およびPOMS2を用いたアンケート調査を行う。勤務終了後就寝時に唾
液採取・生体センサーを装着し就寝。起床時に唾液採取を行う流れとし、3勤務（計4日間）で行い、
経験年数2 ～ 5年の臨床工学技士13名を対象とした。
【結果】
アンケートにおいてPSQIでは13名中7名において睡眠障害が疑われ、ESSでは13名中7名におい
て睡眠時無呼吸症候群が疑われる結果となった。POMS2では出勤時、退勤時に2勤務日（夜勤）に
おいてのみ退勤時にCB、F、TMDの値が有意に高かった（p＜0.01）。バイオマーカーに関しては
MeratoninとCortisolにおいては概日リズムが知られている。本研究では2 ～ 3日目（夜勤）と4日目
（日勤）において概日リズムが乱れる結果となった。睡眠の質の評価における生体センサーのデータ
に有意差は見られなかった。しかし、睡眠潜時においてMeratoninの就寝時と起床時の変化率と中程
度の相関がみられる (|r|=0.68)結果となった。
【考察】
POMS2の結果から夜間長時間労働がストレス原因であるのではないかと考察できた。バイオマー
カーの結果を踏まえると、精神的ストレスよりも肉体的負荷によるストレスによるものであると考
えた。概日リズムが知られている、CortisolとMeratoninにおいて夜勤時とその後の日勤時にも概日リ
ズムが乱れていた。要因としては肉体的な疲労から来るストレスではないかと考察する。睡眠の質
においては生体センサーの検査において有意差は見られなかったが、Meratonin変化率と睡眠潜時に
中程度の相関を認めるのみであった。PSQIの結果、睡眠潜時とバイオマーカーの相関結果を含めて、
長期間、概日リズムに変調が起こることで睡眠の質に関して影響が出てくるのではないかと考察し
た。
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一般演題　基礎２

O-4-1

腸内毒素症誘発性うつ様並びに不安様行動に対する
AMPK活性化剤AICARの有効性
〇川口 嵐丸 1、髙橋 浩平 1、荒井 菜摘 1、大西 未紗 1、塚田 夏穂 1、武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学　薬学部薬学科　薬理学分野、2国際医療福祉大学　研究管理室

【背景・目的】腸内細菌叢が脳腸相関を介して宿主の精神状態に影響を与えることや、腸内細菌叢の
異常がうつ病を含むいくつかの精神疾患に関連していることが明らかにされている。しかし、腸内細
菌叢の乱れが及ぼす中枢神経系への影響に関する詳細なメカニズムについては、未だ不明な点が多
い。我々はこれまでに、潰瘍性大腸炎モデルマウスに併発するうつ様行動の発症に、海馬AMPK活
性の低下が関係していることを見出している。そこで本研究では、腸内細菌叢のバランスを崩壊さ
せた抗菌薬誘発性腸内毒素症モデルマウスが示すうつ様並びに不安様行動の発症機序について、脳
内AMPKに焦点をあてた行動薬理学的並びに生化学的検討を行った。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：22009）。
実験にはddY系雄性マウスを用い、3種の抗菌薬（ampicillin、streptomycin及びclindamycin）を溶解
させた飲用水を14日間自由摂水させることで、抗生物質処置（ABX）マウスを作製した。また、自
由摂水開始1日目から13日目までAMPK活性化薬であるAICAR（100 mg/kg）を1日1回腹腔内投与
し、最終投与翌日に行動試験を行った。尾懸垂試験（TST）でうつ様行動を評価し、ホールボード試
験（HBT）並びに高架式十字迷路試験（EPMT）で不安様行動を評価した。さらに、うつや不安と関
連する脳領域 (前頭前皮質、尾状核、側坐核、背側海馬、腹側海馬、扁桃体、背側縫線核 )における
AMPKのリン酸化レベルをwestern blot法で定量した。
【結果】ABX群では、うつ様行動の指標となるTSTにおける無動時間の延長と共に、不安様行動の指
標となるHBTでの穴のぞき行動の回数やEPMTでのオ－プンアーム滞在時間ならびに移動距離の減
少が認められた。一方で、これらの変化はAICARの投与により有意に抑制された。また、AMPKの
リン酸化レベルはABX群の背側並びに腹側海馬において有意に減少し、他の脳領域では特筆すべき
変化は認められなかった。
【考察】以上の結果から、腸内細菌叢バランスの崩壊が起因となるうつ並びに不安神経症発症に、海
馬でのAMPK活性の低下が一部関与していることが示唆される。したがって、AMPKが精神疾患患
者に対する新たな治療法を考究する上での標的分子になり得ると考える。
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一般演題　基礎２

O-4-2

情動的ストレスで誘発されたマウス過敏性腸症候群様症
状におけるオピオイドδ受容体の関与
〇公木 彩夏 1、吉岡 寿倫 1、山田 大輔 1、長瀬 博 2、斎藤 顕宜 1

1東京理科大学薬学部薬理学研究室、2筑波大学

【背景・目的】過敏性腸症候群 irritable bowel syndrome（IBS）の病因は未だ不明であるが、多くの患
者がうつ病をはじめとして何らかの精神疾患を併発しているなど、精神的ストレスとの関与が示唆
されている。近年我々は、情動的ストレスのみで作製されるうつ病モデル動物である代理社会的敗
北ストレスモデル chronic vicarious social defeat stress（cVSDS）マウスが、器質的な変化を伴わずに
腸管蠕動運動能および腸管知覚過敏性の亢進を示すという下痢型 IBS様症状を示すということを報
告した。また我々は、オピオイドδ受容体（DOP）作動薬が、安全で効果の確かな新規向精神薬とな
る可能性を提唱してきた。そこで本研究では、cVSDSマウスが示す情動的ストレス誘発性 IBS様症
状に対する選択的DOP作動薬KNT-127の作用とその作用機序を検討した。
【方法】cVSDSマウスは、雄性C57BL/6Jマウス（6週齢）に、同系統他個体が凶暴性の高い雄性 ICR
マウスに攻撃される様子を1日あたり10分間、10日間連続で目撃させることで作製した。腸管蠕
動運動能はチャコールミール試験 （CMT）、腸管知覚過敏性はカプサイシン誘導性痛覚過敏性試験
（CHT）で評価した。島皮質における細胞外グルタミン酸濃度変化は in vivoマイクロダイアリス法を
用いて計測した。また、KNT-127は皮下投与（10 mg/kg）、脳室内投与（30 nmol）または島皮質内投
与（0.3 nmol）した。
【結果・考察】KNT-127の皮下投与および脳室内投与により、cVSDSマウスで認められる腸管蠕動
運動能と内臓知覚過敏性の亢進が抑制された。また、島皮質内投与は腸管蠕動運動能の亢進を有意
に抑制した。さらに、cVSDSマウスに対する情動的ストレスの再曝露時に島皮質における細胞外グ
ルタミン酸濃度の上昇が認められ、KNT-127の皮下投与によってそれが有意に抑制された。これら
のことより、KNT-127は島皮質のDOP受容体を介してcVSDSマウスのストレス誘発性下痢型 IBS様
症状を改善し、その作用機序に島皮質におけるグルタミン酸神経伝達が関与することが示唆された。
現在の IBS治療は対症療法に限られており、その治療満足度は依然として低い。我々は、DOP作動
薬が既存治療薬とは異なり中枢性に作用を示し、さらに情動調節作用をあわせ持つ画期的な新規 IBS
治療薬となることを期待している。
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一般演題　基礎２

O-4-3

半夏厚朴湯のコルチコステロン誘発細胞死に対する保護
効果
〇宮岸 寛子 1、徐山 雅美 1、南郷 拓嗣 1、永山 恋梅 1、辻 稔 2、武田 弘志 3、小菅 康弘 1

1日本大学　薬学部薬学科　薬理学研究室、2国際医療福祉大学　薬学部薬学科　薬理学
分野、3国際医療福祉大学　研究管理室

【背景・目的】視床下部 -下垂体 -副腎皮質系（HPA系）は、ストレス応答の中心的な役割を担ってお
り、その機能破綻は精神疾患の発症に深く関与していると考えられる。長期的または過剰なストレス
によりHPA系の過活動が誘発されたマウスでは、コルチコステロン（CORT）の産生増加や放出促進
を介して、大脳皮質や海馬の神経細胞死が引き起こされることが報告されている。また、この過剰な
CORTが誘発する神経細胞死は、うつ病や不安障害などの精神疾患の病態形成に重要な役割を演じて
いることも明らかになりつつある。一方、現代医療において漢方薬の有効性を示す例が報告されて
いるものの、漢方薬がCORT誘発神経細胞死に及ぼす影響については不明である。本研究では、海馬
神経細胞のモデル細胞として汎用されているHT22細胞を用いて、我が国で精神疾患に使用されうる
5種の漢方薬がCORT誘発神経細胞死に及ぼす影響を検討した。
【方法】HT22細胞は、10%ウシ胎児血清を含むDulbecco's Modified Eagle's Medium中で、37oC、10% 

CO2条件で培養した。HT22の細胞死の評価は、位相差顕微鏡像による形態変化、MTT法または
LIVE/DEAD法を用いた。抑肝散、加味帰脾湯、柴胡加竜骨牡蛎湯、加味逍遥散、および半夏厚朴湯
は、株式会社ツムラより無償提供された医療用漢方薬エキス末を使用した。
【結果・考察】HT22へのCORTの24時間曝露は、濃度依存的にMTT値を低下させ、萎縮した細胞や
浮遊する細胞の出現を増加させた。このCORT誘発細胞死は、グルココルチコイド受容体アンタゴニ
ストであるRU486の処置により、部分的ではあるものの有意に抑制され、CORTは、グルココルチコ
イド受容体依存的な細胞死を誘導することが示された。また、半夏厚朴湯は、CORT曝露によるMTT
値の低下を有意に抑制するとともに、ethidium homodimer-1陽性の死細胞の増加を顕著に抑制し、細
胞保護効果が認められた。これに対して、他4種の漢方薬には、CORT曝露によるMTT値の低下や、
ethidium homodimer-1陽性の死細胞の増加を抑制しなかった。以上より、半夏厚朴湯はストレスホル
モンであるグルココルチコイド増加が関与する神経障害を抑制することで、精神疾患の発症や進行
を改善する治療薬となることが示唆された。
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一般演題　基礎２

O-4-4

塞栓性脳梗塞モデルマウスのうつ様行動に対する血栓溶
解薬の改善効果
〇野村 彩衣 1,2、黒川 和宏 2、髙﨑 新也 1、武田 弘志 3、辻 稔 2

1国際医療福祉大学・薬学部・実践薬学分野、2国際医療福祉大学・薬学部・薬理学分野、
3国際医療福祉大学・研究管理室

【目的】脳梗塞後の記憶障害やうつ病の発症機序は未だ不明な点が多く、治療法も十分に確立されて
いないため、モデル動物の開発が必要である。我々はこれまでに、酢酸誘発塞栓性脳梗塞（ECI）マ
ウスにおいて記憶障害が認められることを明らかにし、脳梗塞後記憶障害モデルとしてのECIマウ
スの有用性を示唆した。そこで本研究では、ECIマウスがうつ様行動を示すか否かを検討した。ま
た、脳梗塞後のうつ病に対する血栓溶解薬の効果は不明であることから、ECIマウスにおけるウロキ
ナーゼ（u-PA）の効果に関する行動薬理学的検討も併せて行った。さらに、脳梗塞後うつ病との関
連が示唆される神経細胞内Cl-濃度を調節する陽イオン -Cl-共輸送体であるNKCC1及びKCC2の変化
について、生化学的に検討した。
【方法】本研究は国際医療福祉大学動物実験委員会承認のもと（承認番号：20005）実施した。実験
には10週齢のddY系雄性マウスを用い、吸入麻酔下にて露出させた総頚動脈に酢酸を塗布すること
で作製した血栓を中大脳動脈に移行させ、ECIマウスを作製した。脳梗塞後14日目及び28日目に尾
懸垂試験を行い、無動時間の延長をうつ様行動の指標として評価した。さらにwestern blottingにて、
脳梗塞後28日目の背側海馬におけるNKCC1及びKCC2のタンパク質発現量の変化を検討した。尚、
u-PAは脳梗塞発症3時間後に尾静脈内投与した。
【結果】尾懸垂試験において、脳梗塞後14日目では特筆すべき変化は認められなかったが、28日目
ではECIマウスの無動時間が有意に延長した。また、このうつ様行動は、u-PAの投与により有意に
抑制された。一方、生化学的検討では、脳梗塞後28日目のECIマウスの背側海馬において、NKCC1
及びKCC2発現量の有意な増加が認められたが、これらはu-PAを投与しても特筆すべき影響を受け
なかった。
【考察】以上より、ECIマウスに生じた遅発的なうつ様行動は脳梗塞発症3時間後にu-PAを投与する
ことで改善したことから、脳梗塞発症後の早期における血栓溶解が、後遺症としてのうつ病の予防
に有効である可能性が示唆された。一方、ECIマウスの背側海馬におけるNKCC1及びKCC2発現量
の増加はu-PAの投与で抑制されなかったことから、u-PAは他の作用機序でECIマウスのうつ様行動
を改善したと考えられる。
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一般演題　基礎２

O-4-5

ATP感受性カリウムチャネル開口薬が惹起するストレス
適応形成障害と脳内モノアミン神経系の関連
〇持田（齋藤） 淳美 1、宮川 和也 1、石嶋 竜成 1、岡村 希 1、武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学・薬学部・薬理学分野、2国際医療福祉大学・研究管理室

【背景・目的】我々はこれまでに、ATP感受性K+（KATP）チャネル開口薬であるジアゾキシドを用い
てKATPチャネルを薬理学的に活性化することによりストレス適応の形成が障害されることを明らか
にし、KATPチャネルがストレス適応機構において重要な役割を担っている可能性を示唆した。そこ
で本研究では、ジアゾキシドがストレス適応形成障害を引き起こすメカニズムについて、生化学的に
検討した。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：22002）。
実験には ICR系雄性マウスを使用した。マウスに1日1回1時間の拘束ストレス刺激を14日間慢性負
荷することによりストレス適応モデルを作成する際に、連日、ジアゾキシド（10, 20 mg/kg）をスト
レス負荷の60分前に投与した。最終ストレス刺激負荷直後にホールボード試験を行い、その直後に
採取した脳サンプル中のモノアミン神経関連タンパク質の発現量を、Western blot法に従い定量解析
した。
【結果】ジアゾキシド（20 mg/kg）によりストレス適応形成が障害されたマウスにおいて、非ストレ
ス負荷マウス及び急性ストレス負荷マウスと比較し、中脳におけるトリプトファン水酸化酵素（TPH）
のタンパク質発現量が有意に低下した。また、急性ストレス負荷マウスと比較し、中脳における216
番目のチロシン残基（Y216）がリン酸化されたGSK3βのタンパク質発現量が有意に低下した。一方、
ジアゾキシド（20 mg/kg）によりストレス適応形成が障害されたマウスの前頭前野及び海馬において
は、いずれのタンパク質発現量にも変化は認められなかった。
【考察】本研究の結果より、ジアゾキシドによりストレス適応形成が障害されたマウスの中脳におい
て、TPH及びリン酸化GSK3β（Y216）のタンパク質発現量が有意に低下していることが明らかと
なった。以上の結果より、KATPチャネル開口薬が引き起こすストレス適応形成障害のメカニズムに、
GSK3β（Y216）リン酸化の低下によるTPH発現量の減少が関与している可能性が示唆された。
【附記】開示すべきCOIはない。
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一般演題　心身・心理・精神２

O-5-1

職場ストレス関連障害の慢性疲労の改善：脳運動野およ
び体性感覚野における神経可塑性
〇中川 誠秀 1,2、丹生谷 正史 1、櫻田 久美 3、鈴木 映二 1

1東北医科薬科大学医学部精神科学、2東北大学加齢医学研究所人間脳科学研究分野、 
3仙台赤十字病院精神科

【背景】近年、日本において「働き方改革」が注目されており、慢性疲労の機序の客観的解明は重要
な研究テーマである。ストレスやうつ状態の患者を対象とした臨床研究では、彼らの精神状態の改
善に伴った脳の可塑性が報告されている。本研究では、職場ストレス関連障害患者における治療初
期と治療後の慢性疲労の改善が、脳の可塑性にどのように反映されるかを検討した。
【対象】本研究の対象は、職場のストレスに起因するストレス関連障害、適応障害、うつ病性障害と
診断され、治療中の20歳から60歳までの労働者30例であった（エントリー時平均年齢38.3±10.0歳、
男性18例38.7±10.3歳、女性12例37.7±9.8歳）。
【方法】エントリー時と6±1か月後の2時点で、自己質問紙を用いて慢性疲労（Checklist of 

Individual Strength [CIS]：77点以上は慢性疲労疑い）を測定し、同時にMRI撮像を行った。これらの
データの変化分（⊿；6か月後のデータ　－エントリー時のデータ）に対して有意な⊿脳灰白質部
位を同定するために全脳解析を実施した。具体的には、説明変数を⊿脳の局所灰白質濃度、独立変
数を⊿慢性疲労の程度、年齢、性別、脳全量として重回帰分析を行った。本研究は東北医科薬科大
学病院倫理委員会の承認を得ており、倫理的配慮およびプライバシー保護に十分に配慮されている。
また、参加者全員から書面による同意を得ている。
【結果】慢性疲労の程度は、エントリー時107.4±17.9、6か月後には91.9±22.5と有意に軽減した。
⊿慢性疲労の程度は⊿中心前回（一次運動野）および⊿中心後回（体性感覚野）の脳灰白質密度に
対して、全脳を対象とした family-wise error (FWE) 多重比較補正（P＜0.05）を用いたクラスター水
準で有意な負の相関を示した。
【考察】本研究は、ストレス関連障害やうつ病性障害患者において、慢性疲労が軽減すると脳の運動
野および体性感覚野の灰白質密度が増加することを示した。これにより、職場ストレス関連患者の
治療後にみられる慢性疲労の軽減が、脳の運動野および体性感覚野の神経可塑性（機能の改善）に
よるものであることが示唆された。この知見は、臨床上の心身相関を裏付ける重要な証拠となり得
る。
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一般演題　心身・心理・精神２

O-5-2

双極症患者が主治医に感じるストレス
〇毛塚 大 1、磯谷 悠子 2、中川 誠秀 1、鈴木 千穂 3、鈴木 映二 1

1東北医科薬科大学医学部精神科学教室、2東北医科薬科大学病院、3特定非営利活動法
人日本双極性障害団体連合会

【背景・目的】特定非営利活動法人日本双極性障害団体連合会（ノーチラス会）は、日
本で唯一双極性障害に特化したＮＰＯ法人である。主たる活動は、月刊誌の発行と全国
で行っているミーティング活動である。ミーティングは公民館の会議室などで、2時間
程度の間、数名から20名程度の当事者などが参加して意見交換などをしている。  
【方法】郵送質問紙調査を2022年1月～ 3月の期間、ノーチラス会会員528名を対象に行った。  
【結果・考察】回収率は44.5％（235名）であった。なお、2015年に同様の方法で行ったアンケート
調査によると発病してから双極性障害と診断されるまでに男性で平均97.0（月）、女性で同97.8（月）
であった。当事者のストレスとして、主治医とのコミュニケーションがうまくいかないことが考え
られるが、ノーチラス会のアンケートによると、およそ8割の人が満足していることがわかった。ま
た、およそ9割の人が治療方針に納得していた。診療時間は5分くらいをピークに、10分以上の人も
多かったが、およそ9割以上の人は診療時間が短いと感じていた。主治医との関係はおよそ半数以上
の人が現状で満足していると回答していた。また、主治医に何を求めるかについては、人間性と技
術を求める人がおよそ半数ずつであった。求めるものとして、人間性では幅の広さ、技術としては
処方や話を聞くことであった。女性のおよそ7割、男性のおよそ5割は自分の意見を半分以上取り入
れてもらえていると思っていた。また、ほとんどの人が話をさえぎらずに聞いてもらっていた。当
日は、さらに細かい分析も行い発表したい。なお本発表は、第１３回日本うつ病学会にて発表した
ものを基に、2022年1月～ 3月のアンケート調査を加えて解析しなおしたものである。
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一般演題　心身・心理・精神２

O-5-3

遷延したうつ病患者にニューロフィードバックが有効で
あった一症例
〇巽 雅彦 1、田崎 美弥子 2

1横浜心療クリニック、2東邦大学医学部医学科心理学教室

【背景ならびに目的】
欧米において発展し、様々な精神疾患に適用されているニューロフィードバック（以下、NFB）の有
効性の検討を目的として、今回、遷延したうつ病患者に適用し改善した症例を報告する。
【方法】対象者は、うつ病の４０代男性。事前にNFBの効果や副作用について十分な説明を行ない、
同意を得た上で行った。本症例の発表に関して、対象者に口頭で説明し、文書にて同意を得た。効
果判定として、QIDS-J、STAI、WHO-DAS ２. ０を行い、自律神経機能を測定した。測定には、YKC 
社製パルスアナライザープラスビューを用いた。X－２２年、パニック障害と診断され、服薬により
軽快した。X- ８年、抑うつ状態にて１か月間休職し、X- ２年、抑うつ状態にて休職後退職した。パ
ロキセチン、デュロキセチン、ボルチオキセチン、エスシタロプラムを十分用量服用したが、コロナ
禍による行動制限も伴い症状が遷延した。X- １年６月、焦燥感、自殺念慮が顕著になり入院を検討
したが、入院には至らなかった。家族から治療法を相談され、X- ７月からNFBを施行した。初回の
脳波計測と臨床症状からプロトコールを検討し、NFBを１３回施行したが、症状は軽快せず中止し
た。以降抑うつ状態が遷延した。再度X年２月からNFBを施行した。プロトコールを変更し、Leeら
の方法に基づき、左背外側前頭前野（DLPFC）近傍にあるF ３に部位を変えた。初回終了後、頭が
少しすっきりして片付けができたと話し、症状が改善したため、１３回施行し終了した。
【結果】抑うつ状態が遷延し、家事や育児などができなかったが、徐々に症状改善して、家事など積
極的に行い、以前全く行えなかったことができるようになった。各質問紙でも著明に点数が低下し、
生活の質が向上した。
【考察】１回目のNFBを行うが改善せず、F ３-A １βトレーニングにて２回目のNFBを行い、うつ症
状が改善した症例を報告した。経頭蓋磁気刺激（以下TMS）の標的部位であるDLPFCはF ３部位の
近傍に相当している。TMSはうつ病の前頭機能を制御し治療効果を発揮するが、NFBも前頭前野の
低活性を改善させ、効果を認めたと考えた。４種の抗うつ剤により症状が改善しなかったが、ＮＦB
により軽快したことはＮＦBの有効性が示唆された一例といえる。
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一般演題　心身・心理・精神２

O-5-4

メタ認知トレーニングのための自記式メタ認知的対処方
略尺度の開発－対処の自覚と精神病理との関連を調べる
探索的研究
〇石垣 琢麿 1、西口 雄基 2

1東京大学大学院総合文化研究科、2千葉大学教育学部

【背景】ハンブルク大学のMoritz教授らによって開発された統合失調症に対するメタ認知トレーニン
グ（以下、MCT）は、メタ認知の基礎研究を応用した臨床技法の1つである。MCTでは、妄想のよ
うな陽性症状に関連する認知バイアスと、問題対処に関するメタ認知的知識を参加者が学習し、セッ
ション中と日常生活でメタ認知的活動を行うことによって、陽性症状のの軽減と増悪の予防をはか
る。本研究は、統合失調症患者を主たる対象にしてMCTを実践するうえで、メタ認知的対処に関す
るMCTの効果を直接測定するための自記式尺度を開発することを目的とした。
【方法】20歳から60歳の一般成人、男性150人、女性150人（平均年齢45.5±9.85歳）を対象と
したオンライン調査を行った。使用した尺度は、第1版Metacognitive Coping Strategy Scale (以下、
MCSS)：4件法39項目（再検査信頼性調査のため、1か月後に2回目調査を実施した）、Maladaptive 
and Adaptive Coping Style Questionnaire、Metacognitive Questionnaire-30、Cognitive Biases Questionnaire
から下位尺度「結論への飛躍」6項目、Paranoia Checklist、Patient Health Questionnaire-9、Generalized 
Anxiety Disorder-7であった。
【結果】因子分析等によってMCSSは25項目となり（総合得点のα＝ .937）、4つの因子に分かれた（第
1因子：情報収集と熟考（α＝ .914）、第2因子：問題の客体化（α＝ .832）、第3因子：認知的コントロー
ル（α＝ .753）、第4因子：他者との相談（α＝ .795））。ほとんどの精神病理尺度とは有意な負の相関が、
適応的ストレス対処尺度とは有意な正の相関があった。
【考察】一般人口を対象とした場合のMCSSの統計学的な妥当性と信頼性はある程度確認された。今
後は本来の目的である臨床的な信頼性を確認するとともに、MCTに参加する臨床群の効果測定法と
して妥当かどうかを確認する予定である。
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一般演題　心身・心理・精神２

O-5-5

日本の総合病院における抑肝散の使用状況に関する後方
視的研究
〇石山 雄一 1

1東海大学医学部付属病院、2茅ヶ崎クリニック

Background:
抑肝散は伝統的な漢方薬で、添付文書上は神経症、不眠症、小児夜なき、小児疳症などに対し適応
がある。一方、近年の報告で、抑肝散が認知症患者の精神症状に有効であることや、動物実験では
ストレス反応による攻撃性に対して有効であることが報告されている。今回、われわれは総合病院
における抑肝散の使用状況を明らかにする目的で以下の調査を行った。
Methods:
対象は2021年9月から2022年9月までの1年間に、東海大学医学部付属八王子病院を受診し、抑肝散
の処方を受けた認知症患者155名である。診療録を基に、年齢、性別、ICD-11診断、抑肝散の使用
期間、併用薬などを後方視的に調査した。本研究にあたり、当院の倫理委員会の承認を得た（承認
番号：22R225）。
Results:
性別は男性67名、女性88名で、平均年齢は82歳（8.4 S.D.）であった。精神科診断としては、アル
ツハイマー型認知症が98例、脳血管性認知症が27例、レビー小体型認知症が26例、前頭側頭型認知
症が1例、外傷性SAHによる認知機能低下症例が3例であった。BPSDの症状としては、興奮性また
は攻撃性が最多で90症例で、次いで精神病症状が23例、気分症状が15例、不安症状が12例であっ
た。処方している診療科は脳外科63例、神経内科48例、精神科22例、その他22例であった。診療
科別でみると脳神経内科ではレビー小体型認知症、脳神経外科では脳血管性認知症で使用されてい
る割合が多かった。副作用は7例で認められ、中断率は4.5％であった。
Conclusion：
　様々なストレスに対して効果があるといわれている抑肝散であるが、総合病院では認知症の行動・
心理症状 (BPSD)に対し、気分症状や不安症状よりも興奮性や攻撃性に対して使用されていることが
明らかになった。今回の調査では有効性に関する詳細な評価を行うことは困難であるが、抑肝散処
方開始後の中断率は低く、主治医、本人、家族ともに継続使用することへの満足感が得られている
ことが推測された。一方で、抑肝散の中断率は低く、一般的な使用方法においても減量、中止方法
は明らかとなっていないために、漫然と使用されている可能性も危惧された。
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一般演題　基礎３

O-6-1

低酸素ストレスが惹起する情動障害と脳内免疫機構の変化
〇池田 連弥 1、宮川 和也 1、持田（齋藤） 淳美 1、河野 夏海 1、相馬 日奈 1、野村 桃花 1、
山口 夏生 1、中田 薫 1、梅田 啓 2、武田 弘志 3、辻 稔 1

1国際医療福祉大学　薬学部薬学科　薬理学分野、2国際医療福祉大学　塩谷病院、3国
際医療福祉大学　研究管理室

【目的】近年、呼吸器疾患と精神疾患との因果関係が示唆されている。本研究では、マウスに間欠的
低酸素ストレスを曝露した睡眠時無呼吸症候群（SAS）モデルを作成し、その情動行動の特徴を評価
するとともに、脳内におけるストレス応答機能分子の発現レベルを生化学的に検討した。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：18020）。
実験には4-5週齢のC57BL/6J系雄性マウスを使用し、対象群、中度低酸素負荷群（IHM）群、高度
低酸素負荷群（HIS）群のいずれかに割り当てた。対象群にはコントロールエアーを、IHM群には
640秒ごとに交互に酸素濃度10-11%と21%のエアーを、及び IHS群には180秒ごとに交互に酸素濃度
6-7%と21%エアーを、明期に1日あたり12時間、4週間にわたり繰り返し曝露した。これらコント
ロールエアーあるいは低酸素エアーを4週間の曝露した翌日に高架式十字迷路試験（EPM）に従いマ
ウスの不安様行動を評価し、同日に脳を採取した。得られた脳サンプルにおける情動行動に関与す
ると考えられる機能分子のタンパク質発現量を、Western blot法に従い測定した。
【結果及び考察】EPMの結果、IHM群及び IHS群では対象群と比較してオープンアーム滞在時間の割
合が有意に減少し、不安感受性の亢進が認められた。生化学的検討の結果、低酸素誘導因子及び関連
タンパク質に特筆すべき変化は認められなかった。また、モノアミン神経系の機能分子にも変化は認
められなかった。一方、IHS群の海馬及び扁桃体ではミクログリアのマーカーである Iba1の増加が、
及び前頭前野ではリン酸化AMPKの有意な減少が認められ、低酸素負荷による脳内免疫系及び代謝
系の変化が示唆された。以上の結果から、本モデルマウスは精神疾患を併発するSASのモデルとし
て有用と考える。また、本研究で得られた生化学的知見が、SASに併発する精神疾患の機序解明及び
新規治療法開発の一助になることを期待する。
【附記】開示すべきCOIはない。
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一般演題　基礎３

O-6-2

ストレス適応機構における脳内低酸素誘導因子の関与
〇河野 夏海 1、宮川 和也 1、持田（齋藤） 淳美 1、池田 連弥 1、相馬 日奈 1、野村 桃花 1、
山口 夏生 1、菅沼 碧 1、武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学　薬学部薬学科　薬理学分野、2国際医療福祉大学　研究管理室

【目的】低酸素誘導因子（HIF）は、細胞が酸素供給不足に陥った際に誘導される転写因子であり、近年、
脳神経系での発現が確認されている。また、うつ病や不安障害の患者において、HIF関連の遺伝子発
現に異常が認められるとの報告があり、精神機能におけるHIFの役割が注目されている。一方、我々
はこれまでに、マウスに負荷する慢性拘束ストレス刺激の強度を変えることで、ストレス適応及び
非適応モデルを作製することに成功している。本研究では、ストレス適応機構におけるHIF関連タ
ンパク質の役割に着目し、その解明を試みた。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号：22007）。
実験には ICR系雄性マウスを使用した。マウスに1日1回1時間または4時間の拘束ストレス刺激を1
日または14日間負荷した。マウスの情動行動は、ホールボード試験（HB）にて評価した。HB直後
に海馬及び前頭前野を採取し、各種タンパク質の発現量をWestern blot法に従い定量解析した。
【結果】HBの結果、1時間の急性拘束ストレス刺激の負荷で認められる情動性の低下は、14日間繰り
返し負荷することで消失し、ストレス適応が形成された（適応モデル）。一方、4時間の急性拘束ス
トレス刺激の負荷で認められる情動性の低下は、14日間繰り返し負荷しても維持されていた（非適
応モデル）。これらモデルマウスの脳内におけるHIF及び関連タンパク質の発現変化を検討したとこ
ろ、適応モデルの海馬において、非ストレス群と比較してHIF-1αの有意な増加が認められた。また、
適応モデルの前頭前野では、1時間の急性ストレス群と比較してHIF-1αの有意な増加が認められた。
これらの変化は、非適応モデルでは認められなかった。
【考察】HIFは、低酸素によって誘導される脳内の免疫反応に寄与し、神経系の保護を担うことが知
られている。このことを踏まえると、本研究の結果から、脳内のHIFシグナルを介した脳内免疫系
の変化が、ストレス適応機構において重要な役割を担う可能性を示唆される。
【追記】開示すべきCOIはない。
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一般演題　基礎３

O-6-3

妊娠期のSSRI曝露が仔の情動的行動特性に与える影響
〇野村 桃花 1、宮川 和也 1、持田（齋藤） 淳美 1、池田 連弥 1、河野 夏海 1、相馬 日奈 1、
山口 夏生 1、武田 弘志 2、辻 稔 1

1国際医療福祉大学　薬学部薬学科　薬理学分野、2国際医療福祉大学　研究管理室

【目的】これまでに、選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）の妊娠期使用が子の精神発達に影
響を及ぼすことが臨床的に示唆されているが、それを裏付ける基礎医学的研究は乏しい。本研究で
は、SSRIの1つであるシタロプラムの妊娠期曝露が、仔の成長後の情動的行動特性とストレス応答分
子の発現に及ぼす影響について検討した。
【方法】本研究は、国際医療福祉大学動物実験委員会の承認を受けて実施した（承認番号22007）。
ICR系マウスに、妊娠0.5日目から出生まで飲用水にシタロプラム（0.13 g/L）を混ぜて自由に摂取さ
せ、出生後は通常の飼育を行った。雄性仔マウスが7週齢に達した段階で、ホールボード試験（HB）
及び高架式十字迷路試験（EPM）を実施した。また、その1週間経過後に1時間の拘束ストレスを負
荷し、直後に再度HB及びEPMを行った。その後、海馬及び前頭前野を採取し、ストレス応答に重要
な役割を担うセロトニン神経系及びドパミン神経系に存在する機能タンパク質（ストレス応答機能
タンパク質）の発現量を、Western blot法に従い定量解析した。
【結果及び考察】非ストレス負荷条件下では、HB及びEPMにおいて特筆すべき行動変化は見られな
かった。しかし、急性拘束ストレス刺激を負荷されたシタロプラム曝露群では、HBにおける中央区
画滞在時間及びEPMにおけるオープンアーム滞在時間が減少した。このことは、妊娠期のシタロプ
ラム曝露がストレスコーピングに影響を及ぼし、不安感受性の亢進を引き起こした可能性を示唆して
いる。一方、海馬及び前頭前皮質におけるストレス応答機能タンパク質の発現解析では、特筆すべ
き変化は認められなかった。したがって、本研究で作製した妊娠期シタロプラム曝露マウスは、妊
娠期のSSRI治療が子の精神発達に影響を及ぼすという臨床報告を模したモデル動物として有用と考
えられるが、その病態生理学的特徴の解明には至らなかった。今後、本モデルマウスにおいて不安感
受性が亢進するメカニズムを解明するなどの更なる研究の発展が、妊娠期におけるSSRI使用により
誘発される子のストレス脆弱性の病態生理機構の解明、さらには適切な治療戦略の構築に結びつくこ
とを期待する。
【追記】開示すべきCOIはない。
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一般演題　基礎３

O-6-4

Behavioral stress and antidepressant treatments altered 
hippocampal expression of Nogo signal-related proteins in rats
〇丹生谷 正史、毛塚 大、中川 誠秀、鈴木 映二

東北医科薬科大学医学部精神科学

Objective) Some immune molecules including neurite outgrowth inhibitor (Nogo) ligands and their receptor
（Nogo receptor-1: NgR1）are expressed at the neuronal synaptic sites. Paired immunoglobulin-like receptor 

B (PirB) is another Nogo receptor that also binds to major histocompatibility complex I and β -amyloid and 
suppresses dendritic immune cell functions and neuronal plasticity in the central nervous system. Augmenting 
structural and functional neural plasticity by manipulating the Nogo signaling pathway is a novel promising 
strategy for treating brain ischemia and degenerative processes such as Alzheimer's disease. In recent decades 
psychiatric research using experimental animals has focused on the attenuation of neural plasticity by stress 
loadings and on the enhanced resilience by psychopharmacological treatments. In the present study, we 
examined possible expressional alterations in Nogo signal-related proteins in the rat hippocampus after 
behavioral stress loadings and antidepressant treatments.
Mehods) For stress paradigms chronic variable stress and single prolonged stress paradigms, and for 
antidepressive treatments electroconvulsive seizure and ketamine treatment were used. To detect hippocampal 
expression of Nogo related proteins, western blot analyses were used.
Results) Significant increases in hippocampal NgR1 and PirB expression were observed following chronic 
variable stress, and a significant increase in NgR1 expression was observed under a single prolonged stress 
paradigm. Additionally, the suppression of hippocampal NgR1 expression using electroconvulsive seizure 
treatment and administration of subanesthetic dose of ketamine supported the increased neural plasticity 
induced by the antidepressant treatments. 
Discussion) These results indicate a possible contribution of enhanced Nogo signaling to the attenuation of 
neural plasticity in response to stressful experiences. Additionally, the suppression of hippocampal NgR1 
expression using electroconvulsive seizure treatment and administration of subanesthetic dose of ketamine 
supported the increased neural plasticity induced by the antidepressant treatments.
Ethical Consideration and Conflicts of Interest) All animal treatments were performed in accordance with the 
Methods and Welfare Considerations in Behavioral Research with Animals. This study was approved by the 
local Animal Investigation Committee of Tohoku Medical and Pharmaceutical University for procedures. No 
conflicts of interested exists in this presentation.
The results of this presentation have been reported in J Psychiatr Res. 2024 Feb;170:207-216.
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一般演題　基礎３

O-6-5

心的外傷後ストレス障害（PTSD）モデルマウスの作製の
試み
〇間宮 隆吉

名城大学薬学部薬品作用学

【背景・目的】消化管ホルモンとして発見されたコレシストキニン（CCK）は、脳内で不安など情動
機能に関与している。我々は、マウスにおいて、前脳特異的にCCK受容体タイプ2（CCKR2）を過
剰発現させると、高架式十字迷路試験で不安様症状が増大し、条件付け恐怖学習試験で応答反応が
亢進することを見出した。こうした行動特性から、心的外傷後ストレス障害（PTSD）モデルマウス
として開発できるかどうか行動薬理学的および神経科学的視点から検討した。
【方法】4週齢の雌性前脳特異的CCKR2遺伝子変異（CCKR2tg）マウスおよびその野生型（C57BL/6J系）
マウスを用いた。コミュニケーションボックス法を用いて心理社会的ストレスを負荷し、8週齢時よ
り行動試験（新奇物体認知試験、社会性行動試験および条件付け恐怖学習試験）を行い、PTSD治療
薬のSSRIの作用についても検討した。また、行動試験開始前に全脳および海馬容積をMRIにより解
析した。
【結果】社会心理的ストレスを負荷されたCCKR2tgマウスは、社会性行動試験における社会性行動の
低下、また条件付け恐怖学習試験における文脈的応答試行でのすくみ行動の亢進を示した。こうし
た行動変化は、8週齢時から4週間フルオキセチン (0.16 mg/mL)の飲水摂取によって緩解した。一方、
新奇物体認知試験では、有意な行動変化は観察されなかった。また、ストレス負荷されたCCKR2tg
マウスの8週齢時での海馬容積は、ストレス非負荷の野生型マウスと比べて有意に減少していた。
【考察】幼若期に社会心理的ストレスを負荷されたCCKR2tgマウスは、(i) 疾患発症仮説に基づいて作
製され、(ii) 症状や行動変化の類似性が高く、(iii) 臨床で使用されている治療薬によって緩解される
など、疾患モデル動物が有するべき３つの妥当性を有している可能性がある。したがって、この動物
はPTSDモデル動物として有用かもしれない。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-1

精油を用いたセルフツボマッサージによるストレスと疲
労感の緩和効果の検証
〇呉 桐 1、高瀬 ひかり 1、山口 琢児 1、田渕 雅宏 1、胡 愛玲 1、朱 美霖 1、林 云海 3、
韓 旭英 1、小林 ゆかり 1、渡邊 大祐 1,2、水嶋 章郎 1,2

1順天堂大学大学院医学研究科 緩和医療学、2順天堂大学大学院医学研究科 分子細胞治
療研究講座、3順天堂大学大学院医学研究科　漢方先端臨床医学

【背景・目的】
現代人の約半数はストレスを感じていると言われている。そこで、ストレス解消法が大切となって
くる。アロマテラピー及びツボを用いた療法は医療現場で幅広く使用されているが、臨床研究報告
は少なく科学的なエビデンスを求められている状況である。今回、我々は精油を用いたセルフツボ
マッサージを実施し、対象者の心理的、生理的にどのような変化が生じるのかを検証した。
【方法】
本研究に同意の得られた健常成人14名 (男性4名、女性10名、平均年齢39.1±3.9歳 )とした。施
行は、各自、異なる日時で「精油吸入」「セルフツボマッサージ」「精油吸入＋精油を用いたセル
フツボマッサージ」3種の療法を実施した。全ての実験の前後で唾液採取、気分プロフィール検査
POMS2® 、自律神経機能を測定した。唾液成分はCortisol、 Chromogranin A、α -Amylase、Oxytocinを
測定した。本研究は順天堂大学医学部医学系研究等倫理委員会の承認（実施許可番号：E22-0284）
を得たうえで実施した。
【結果】
精油を用いたセルフツボマッサージにおいてCortisolが有意に低下し、Oxytocinは有意な差ではな
かったが増加した。気分プロフィール検査により、いずれの療法においてもネガティブ因子、(怒り
-敵意 (AH)、混乱 -当惑 (CB)、抑うつ -落込み (DD)、疲労 -無気力 (FI)、緊張 -不安 (TA))および総合的
気分状態TMDが有意に低下した。自律神経機能は、セルフツボマッサージで自律神経活動と副交感
神経活動が有意に増加し、副交感神経が優位となった。
【考察】
精油吸入、セルフツボマッサージ、精油を用いたセルフツボマッサージそれぞれが心理的、生理的
にストレス緩和に有効であることが示唆された。
精油、セルフツボマッサージによる両方の刺激が、共通して視床下部を刺激することによって唾液
ストレスマーカーにおいて効果的なストレス緩和効果が見られたと考えられる。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-2

パイプオルガンの響きが心理的、生理的に及ぼす影響に
ついての検討
〇小林 ゆかり 1、呉 桐 1、韓 旭英 1、胡 愛玲 1、田渕 雅宏 1、山口 琢児 1、渡邊 大祐 1,2、
水嶋 章郎 1,2

1順天堂大学大学院医学研究科緩和医療学、2順天堂大学大学院分子細胞治療研究講座

【背景・目的】
現代はストレス社会といわれ、過度のストレスを受け続けることで自律神経系や副腎皮質ホルモン
などの内分泌系にも変調を与えることが明らかになっている。音楽を聴くことでストレス軽減効果
があることはよく知られている。本研究者は、パイプオルガンの音楽による演奏の鑑賞前後で対象者
が心理的、生理的にどのような変化が生じるのかを検証する。今回の実証データを用いて、安全で
効果的な癒しを得ること、また、全人的ケアに繋がるような音楽的手法を確立するために本研究者の
演奏による生演奏、CD、DVD鑑賞によって検証した。
【方法】
１．対象者
音楽経験の有無に関係なく、本研究に同意の得られた健常成人　生演奏　8名（男性3名、女性5名、
平均年齢28.1±1.1歳）CD鑑賞　8名（男性2名、女性6名、平均年齢26.6±0.9歳）DVD鑑賞　8名（男
性3名、女性5名、平均年齢26.8±0.8歳）とした。
２．方法
対象者8人は生演奏、CD、DVD（いずれも本研究者の演奏による）鑑賞を異なる日時で実施した。
鑑賞前後に唾液成分の採取、気分プロフィールアンケート（POMS2®）を実施した。また、鑑賞前後
の自律神経活動を測定した。唾液成分はCortisol、Chromogranin A、α -Amylase、Oxytocinを測定した。
本研究は順天堂大学医学部医学系研究等倫理委員会の承認（実施許可番号：E22-0446）を得たうえで
実施した。
【結果】
生演奏とDVD鑑賞では、いずれも有意な差ではなかったが、Cortisol、α -Amylaseの減少、Oxytocin
の増加がみられた。CD鑑賞では有意な差ではなかったが、Chromogranin A とα -Amylaseの増加がみ
られた。POMS2®においては、いずれの鑑賞においても緊張 -不安のネガティブ因子が有意に低下し、
活気 -活力のポジティブ因子が有意に上昇した。また、自律神経活動では有意な差ではなかったが、
交感神経の活性化が認められた。これらの結果から、パイプオルガンの鑑賞は心理的、生理的にスト
レス軽減効果があることが示された。
【考察】
パイプオルガンの鑑賞にストレス軽減効果が確認された。この効果は、視覚情報があることでより
効果があることが示唆された。今後は、入院患者や治療中の患者に対して効果を検証し、医療に応
用していきたい。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-3

禅マインドフルネス簡略版の開発～オンラインと対面の
組み合わせによる時空間的負担の低減
〇市川 奈穂 1,2

1有限責任監査法人トーマツ デロイトアナリティクスR&D、2広島大学大学院 医系科学
研究科 精神神経医科学

【背景・目的】
昨今の急速な機械化・AI化（情報化社会）の進行に伴い、人間力、人間同士のコミュニケーション
能力の低下が特に大きな課題として着目されている。このような課題を解決する方法の一つとして、
二千五百年の歴史を持つ禅の修行法に基づく方法、マインドフルネスがあり、世界的な大企業にお
いて次々と実施されたことから、世の中でも大きな注目を集めている。本研究では、企業における
実施可能性を高めるため、禅マインドフルネスの簡略版を開発し、効果検証を目的とした研修実験
を行った。
【方法】
参加者は、社内の同一部内において募集を行い、参加希望者１８名（男女各９名）が本研修実験に
参加した。従来の方法では、実施期間中の時間的な負担が非常に大きい様子（毎週2-3時間ｘ８週間
など）であった為、本研究における研修実験では、コロナ禍による働き方の変化を踏まえて、全員
集合して行う一日研修（初日）を行った後、フォローアップとしての集合研修やサポート内容の配
信は、全てオンライン（隔週30分ｘ4回）により行われた。
【結果】
雑念に関する指標、反芻思考得点（Rumination-Reflection Questionnaire: RRQ）に関しては、研修一ヶ
月後、二ヶ月後と、禅マインドフルネスの実践期間中に継続して有意な減少がみられた（p<.005）。
また、反芻思考が減少するほど、今現在に対する集中度が高まり、仕事への熱意、充実感や満足感
（Well-being）、他者への信頼感などが高まる様子がみられた（p<.05）。さらに、二ヶ月間の研修終了
より三ヵ月後、フォローアップのアンケート調査を行った結果、約８割（77%）が一週間に一度以
上は継続しているという報告結果が得られた。
【考察】
本研究では、Postコロナ社会で在宅勤務が増えたことに配慮して、オンラインと対面を組み合わせ
た、時空間的負担の少ない禅マインドフルネスの簡略版を開発した。その結果、毎日の継続的な実
践により、反芻思考（雑念）が減少するほど、今現在への集中力が向上すること、生産性、Well-
being、チーム力に繋がるような実施効果が得られることが示唆された。今後は更なる工夫により、無
理なく学習効率や実施効率を向上させるための研究開発が期待される。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-4

運動習慣の有無が生理的・心理的ストレス反応に与える
影響　～ウエアラブルデバイスを用いたデスクワーカー
の実証研究～
〇タニカワ 久美子
1株式会社けんこう総研、2東京大学大学院情報学環

＜背景＞
運動はストレス軽減やメンタルヘルスの向上に寄与することが広く認識されていますが、運動の強制
が逆にストレスを増大させる可能性も示唆されています。本研究では、デスクワーカーを対象に、運
動習慣の有無が生理的および心理的ストレス反応に与える影響を検証する。
＜目的＞
本研究の目的は、ウエアラブルデバイスを用いて、運動習慣のあるデスクワーカーとないデスクワー
カーの生理的および心理的ストレス反応を比較し、運動の有無がストレス反応にどのような影響を
与えるかを明らかにすること。
＜方法＞
厚生労働省の「運動習慣」の定義に基づき、参加者を運動習慣の有無の二群に分類しました。参加
者はウエアラブルデバイスを装着し、運動中の心拍変動（HRV）とストレスレベルの測定。運動は、
弱強度と中強度の条件下で実施した。また、心理的ストレス反応を評価するために、顕在性不安検
査（MAS）を実施。
＜結果＞
運動習慣あり群は、生理的ストレス反応において心拍数や血圧の調整が効率的であり、ストレスレベ
ルが低下していることが確認された。一方、運動習慣ない群では、運動開始時の生理的ストレス反
応が強現れる傾向が見られた。
＜考察＞
本研究は、運動習慣がデスクワーカーの生理的および心理的ストレス反応に与える影響を示したが、
運動の強制がストレスを増大させる可能性があることも考慮する必要がある。これにより個々のス
トレス耐性や運動に対する好みに基づいたカスタマイズされたストレス管理プログラムの必要性が
示唆された。
＜新規性＞
本研究では、急速に普及しているウエアラブルデバイスを用いて、運動習慣がない者のストレス評価
を行った点にある。ウエアラブルデバイスは比較的安価で汎用性が高い。さらに、連続的なストレス
レベルの計測が可能で、非侵襲的であるため参加者に余計なストレスを与えない。特に今回使用し
たGARMINデバイスは、API（アプリケーションプログラミングインターフェース）を無償で提供し
ているため、多人数のデータを容易に収集・分析することができた。APIとは、ソフトウェア同士が
情報をやり取りするための仕組みであり、研究者にとってAPIを無償で提供されることはデータ処理
のコストや労力を大幅に削減できるため非常に有益である。このような利点を活かし、計測そのも
のがストレスになることを避けることができ、自然な生活環境下でのストレス評価が可能となった。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-5

乳がん検診の受診行動に関する検討ー病気認知，マンモ
グラフィ検診に対するイメージおよび曖昧さへの態度に
着目してー
〇佐藤 健一朗 1、岡村 宏華 2、竹村 和久 3、鹿内 裕恵 4、中島 香澄 5、岩滿 優美 4

1医療法人正史会大和病院、2相模原市南子育て支援センター、3早稲田大学文学学術院、
4北里大学大学院医療系研究科、5東海大学文化社会学部心理・社会学科

【目的】本研究では，乳がん検診の受診行動の有無について，乳がんに対する病気認知，マンモグラ
フィ検診に対するイメージ，および日常の曖昧さへの態度に焦点を当て検討した。
【方法】＜対象者と手続き＞40歳以上の300名の女性（平均年齢±SD = 50.5±7.8歳）を対象に，乳
がんの病気認知を測定する項目（自由記述あり），マンモグラフィ検診に対するイメージ尺度，曖昧
さへの態度尺度，フェイスシート (マンモグラフィ検診の受診状況など）などについてwebによる質
問紙調査を行った。調査への回答は無記名であり，電磁的方法で同意を確認した。＜分析の概略＞
検診受診行動（あり・なし）を目的変数に，病気認知を測定する項目の各下位尺度得点，検診に対
するイメージ尺度の各下位尺度得点，曖昧さへの態度尺度の各下位尺度得点，年齢を説明変数とし
て，ロジスティック回帰分析を行った。乳がんの病気認知を測定する項目の自由記述については群
ごとに質的分析を行った。
【結果】ロジスティック回帰分析の結果，検診受診行動を予測する要因は，病気認知における「将来 ,
がんに罹患すると思うか」（B=.474，p＜ .001，オッズ比1.606，95%信頼区間：1.219-2.115）「罹患
時に精神的ショックを受けると思うか」（B=.259，p＜ .042，オッズ比1.295，95%信頼区間：1.009-
1.663）「あなたは，乳がんや乳がんの治療についてどのくらい理解していると思うか」（B=.253，p
＜ .043，オッズ比1.288，95%信頼区間：1.008-1.644）の3要因，さらに検診に対するネガティブなイ
メージ（B=.225，p＜ .001，オッズ比1.252，95%信頼区間：1.091-1.437），曖昧さへの態度における
享受（B=.057，p＜ .043，オッズ比1.059，95%信頼区間：1.002-1.119）の２要因であった。モデルχ２

検定のp値は0.001未満であり（p＜ .001），Hosmer-Lemeshow検定によるモデルの適合度は良好であ
り（p=.128），判別的中率は65.7%であった。質的分析を行った結果，「将来、がんに罹患すると思う
か」では両群ともに《家族・親族におけるがん・乳がん患者の有無》が最も多く出現し，「罹患時に
精神的ショックを受けると思うか」では，両群ともに《がんに対する恐れと否定的イメージ》の出
現が最も多かった。
【考察】乳がん検診を受診する人は，乳がんや治療についての理解があり，乳がんの罹患や乳がん罹
患時の精神的ショックを予測し，マンモグラフィ検診に対するネガティブなイメージをもつものの，
日常における曖昧さを魅力的に捉え，関与することに楽しみを享受する傾向が高いことが示唆され
た。
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一般演題　心身・心理・精神３

O-7-6

精神科医療ユーザーの服薬ストレスについて 
〇島田 栄子

文京学院大学・大学院

【問題と目的】精神科治療薬は長期に投与されることが多く , ユーザーにとって服薬の負担は大きい。
さらに服薬アドヒアランス不良は疾患の再発や再燃などに影響し、その原因は、当事者の病識や信
念 ,医療従事者との関係 ,薬物（量 ,種類 ,効果 ,副作用）の要因などがある。ところでShared decision 
making(SDM)共有意志決定の考え方は ,精神科領域でも推奨されつつあるが ,まだ当事者意思が十分
に反映されているかは疑わしい。本研究の目的は様々な医療機関の精神医療ユーザーを対象に各自
の薬物治療 ,服薬状況や医療者との関係などについて探索的に調査し ,その結果からユーザーの服薬
ストレスについて考察することである。
【対象と方法】対象はX市の生活支援センターで行われた精神科医療ユーザー向け公開講演会の終了
後、倫理的配慮を行い調査内容を説明し同意を得た対象42名である。方法は ,各々の薬物治療の現状 ,
治療内容の認識などを問う (選択・一部記述式 )質問紙を配布し回収し集計分析した。
【結果と考察】対象は30 ～ 60歳代が90.5％で ,現処方は一日の服薬回数は3回が35.7%,包装は一包
化57.1%,自身の病名 ,薬の名前 ,作用の認識があるのは ,各々 81.0%,81.0％ ,50.0％であった。服薬回
数 ,量や錠数は各々 88.1%,92.3%で遵守されているが ,　残薬あり（54.8%）や第三者の服薬確認あり
（42.9%）の結果から管理困難や服薬中断の履歴の可能性があった。負担感を感じるのは ,服薬量・数

21.4%,服薬回数26.2%,服薬時間83.3%であった。治療による自覚的な症状改善が88.2%,症状悪化が
33.3%,副作用は69.0%にみられ ,服薬への印象は69.0%が好印象 ,服薬により疾患治癒への期待のある
のは33.3%,現処方に変更希望があるのは42.9%であった。また、注射への変更希望は42.5%であり ,
これは一部には服薬自体の負担感があると考えられた。症状悪化を経験した14名中11名が医師へ相
談していたが ,他2名は我慢した ,飲んだ振りしたと答えていた。ユーザーの目標は ,数ヶ月後は仕事
や技能習得 ,日常生活の改善であり ,一年後の目標は更に明確なものであった。以上 ,ユーザーの服薬
ストレス軽減 ,延いてはリカバリ -のためにも自覚的訴えを更に丁寧に聞き ,意向をとりいれた細やか
な処方を行う工夫が必要である。

- 96 -

(164)



一般演題　公衆衛生・看護２

O-8-1

労働者のメンタルヘルスとワーク・ライフ・バランスの
関連
〇藤原 美紗 1、小出 麻里名 1、松永 晶太 2、田中 克俊 1

1北里大学大学院医療系研究科産業精神保健学、2東京女子医科大学統合教育学修セン
ター

【目的】近年、健康経営の観点から労働者のメンタルヘルスに対する関心がさらに高まっている。労
働者のメンタルヘルスには個人要因や仕事上の要因だけでなく家庭生活上の要因も関連しているこ
とが示唆されており、「仕事と生活の調和」を表す概念であるワークライフバランス（以下WLB）
が注目されている。一方、本邦において労働者のWLBと精神健康度の関連を検討している研究は少
ない。そこで、我々は労働者におけるWLBと精神健康度の関連について、大規模データを用いて検
討を行った。
【方法】分析には2022年に某健康保険組合の被保険者を対象に実施された特定健康診断と健保組合独
自の質問票調査データを用いた。記述統計を算出したのち、精神健康度を目的変数、WLBを説明変
数、年齢・性別・住居環境・疾患の有無・仕事内容・勤務形態・週の労働時間を調整変数としたモ
デルを用いて分析を行った。精神健康度とWLBは、独自の質問票を用いて調べられ2群に分けて解
析された。なお、本研究に報告すべきCOIはない。
【結果】解析対象者は7,620名で、性別の内訳は男性6214名 (81.5%)、女性1406名 (18.5%)、平均年齢

(SD)は50.50(7.51)歳であった。解析の結果、精神健康度はWLBが良好な群において有意に高いこ
とが示された（未調整オッズ比は6.3〔95%CI: 5.3-7.2, p < .001 , AIC=5158.0,〕、年齢・性別・住居環
境・治療中の病気の有無で調整した後のオッズ比は6.2〔95%CI: 5.4-7.1, p < .001, AIC=5164.3〕、上記
モデルに、仕事内容・勤務形態・週の労働時間で調整後のオッズ比は6.1〔95%CI: 5.3-7.0, p < .001, 
AIC=5160.7〕）。
【考察】本研究から、基本的な属性や労働環境で調整した場合でも、労働者の精神健康度にはワーク
ライフバランスが良好に保たれているか否かが有意な要因であることが示唆された。厚生労働省で
は「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）憲章」及び「仕事と生活の調和推進のための
行動指針」を策定し、企業によるWLB実現のための施策を推進しており、リモートワークの推進、
転勤制度の見直し、休日 /休暇制度の柔軟化等の取り組みを実施する企業も見られる。労働者のメン
タルヘルス不調を防ぎ、健康経営を図る上では個々人のWLBにおけるニーズを把握し、柔軟な対応
を行っていくことが重要であると考えられる。
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一般演題　公衆衛生・看護２

O-8-2

職業性ストレスと抑うつ傾向がためこみ行動に与える影響 
〇福山 貴美 1、中田 光紀 2

1国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科、2国際医療福祉大学大学院医学研究科

【背景・目的】
　ためこみ症は実際の価値とは無関係に持ち物を捨てる能力が持続的に困難な状態で、有病率は2～
6％である。働く人の場合、職業生活に及ぼす影響は甚大である。これまでの研究では、ためこみ行
動を有する人で失業率や精神障害による労働災害日数の増加が報告されており、我々の研究でも職
業性ストレス（特に過重労働、低い裁量権、職場の悪い対人関係）に曝されると、ためこみ傾向のリ
スクが高まる可能性を見出した。しかしながら、職業性ストレスに加えて抑うつに陥った労働者が
どの程度リスクが増加するかは不明である。そこで本研究では、一般労働者において職業性ストレ
スと抑うつ傾向の相乗効果がためこみ傾向のリスクにどのように関連するかを検討した。
【方法】
　2021年11月5日～ 11日に18歳以上を対象に横断的Web調査を実施し、精神疾患等を除外した1,927
名を調査対象者とした。主要な使用尺度は、１）ホーディング傾向尺度：合計得点が73点以上をた
めこみ傾向ありとした。２）職業性ストレス簡易調査票：量的負担、質的負担、身体的負担、仕事
のコントロール、技能の活用、職場の対人関係、職場環境を使用し、得点分布に応じて3等分し、単
一項目は得点に基づき2群に分類した。３）K6日本語版：合計得点が5点以上を抑うつ傾向ありとし
た。解析方法は、潜在的交絡因子を調整した多重ロジスティック回帰分析によりオッズ比（OR）と
95%信頼区間を算出した。
【結果】
　職場の対人関係を除く6因子において、「ストレス (高 )×抑うつ (高 )」の労働者が最もためこみ傾
向のリスクが高かった（OR=3.12~6.49、p<.001）。一方、職場の対人関係ではストレスの高低関わらず、
抑うつ傾向が高い者でためこみ傾向のリスクが増強されることが判明した（OR=3.64~4.85、p<.001）。
【考察】
　本研究において、すでに抑うつ傾向が高い労働者では職業性ストレスが高まるほどためこみ傾向が
増強されることが示された。これは、仕事のストレスによって抑うつ傾向が高まった労働者は物理
的・認知的負荷を受けやくなり、片付ける意欲・行動に負の影響が与えられたからであると推察さ
れる。一方、職場の対人関係ついては、「低×高」にある労働者で最もためこみ傾向のリスクが高ま
るという予想外の結果が得られたが、その理由は今後検討する予定である。
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一般演題　公衆衛生・看護２

O-8-3

Organization-level Physical Health Climate, Employees' 
Health Behaviors, and Self-rated Physical Health among 
Employees in the United States - A Mediation Analysis
〇 Tondokoro Tsukumi1、Huang Yueng-Hsiang1、Giordano, Bryan Frank1、 
Chlevin-Thiele Cassandra1、Nakata Akinori2

1Oregon Institute of Occupational Health Sciences, Oregon Health & Science University, 
Portland, USA、2Graduate School of Medicine, International University of Health and Welfare, 
Tokyo, Japan

【Objective】 Job stress can lead to poor physical health and injury, negatively affecting employees' work- and 
family-life, as well as their organizations. Therefore, this study specifically focused on physical health among 
employees and their organizations. It investigated the association between organization-level Physical Health 
Climate and employees' self-rated health through health behaviors among the United States employees.
【Methods】 The data used in this study were part of a larger study to develop and validate the Total Worker 

Health® Climate (TWH-c) Scale. We implemented an online survey in a manufacturing company (Company 
A) and a utility company (Company B) in the United States between February and March 2023. After removing 
outliers and incomplete cases, a total of 324 participants for Company A and 138 participants for Company B 
were included for the final analysis. Variables used included employees' self-rated physical health (assessed 
with the question: 'In general, how would you rate your physical health?') as an outcome, Physical Health 
Climate (a 14-item subscale of the TWH-c Scale) as an exposure, and overall health behaviors (average score 
of 7 behaviors) as a mediator, adjusted for age, gender, race, and illness. Mediation analysis with the bootstrap 
method using the PROCESS macro was employed to estimate the total (c), direct (c'), and mediation/indirect 
effects (c-c'). A significant effect was identified if zero was not included in the 95% confidence intervals (CIs).
【Results】 Significant total (c=0.234 [95% CI: 0.098 to 0.370]), direct (c'=0.134 [95% CI: 0.018 to 0.251]), 
and mediation effects (c–c'=0.100 [95% CI: 0.022 to 0.180]) were observed between Physical Health Climate 
and self-rated health controlling/via the mediators of overall health behaviors in Company A. In Company B, 
the total effect (c=0.301 [95% CI: 0.123 to 0.479]) and mediation effect (c–c'=0.153 [95% CI: 0.076 to 0.259]) 
were significant, but the direct effect (c'=0.148 [95% CI: -0.015 to 0.310]).
【Discussion】 In Company A, health behaviors partially mediated the relationship between Physical Health 

Climate and self-reported physical health, whereas in Company B, they fully mediated this relationship. 
Although there are limitations, such as the data being from two companies with small sample sizes, this study 
found that Physical Health Climate could account for employees' self-reported physical health via health 
behaviors in both companies, which highlights the importance of maintaining good Physical Health Climate in 
organizations. In a positive work climate, employees may adopt healthier behaviors, potentially reducing risks 
of illness, injury, absenteeism, and presenteeism, as well as increasing work productivity, thereby making them 
more likely to feel healthy.
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集団軌跡モデル（Group-Based Trajectory Model：GBTM）
による10時点における労働者の孤独感の軌跡および職場
支援の影響の検討
〇時田 征人 1、島津 明人 2、川上 憲人 3,4

1慶應義塾大学SFC研究所、2慶應義塾大学総合政策学部、3東京大学大学院医学系研究
科、4一般財団法人淳風会

【背景・目的】労働者の孤独感は健康や仕事のアウトカムに負の影響をすることが報告されおり，縦
断的に労働者の孤独感を扱うことは意義がある．縦断データは個人差を考慮した平均的な軌跡だけ
でなく，いくつかの典型的な軌跡を特定するような詳細なモデル化が有益であることが指摘されてい
る．本研究の目的は，労働者の孤独感の軌跡を集団軌跡モデル（GBTM）によってクラス分けをする
ことである．また職場支援の低さが孤独感と関連することが報告されていることから，職場支援の
孤独感へ影響を検討した．
【方法】2020年6月開始したオンライン調査に参加した正規従業員1,600名のうち，第11回調査 (2023
年12月 )までに参加した退職等のなかった就業状況不変の者かつ調査期間中一度も育児休暇を取得し
なかった者455名を分析対象とした．孤独感 (第2回調査から測定開始 )は，UCLA孤独感尺度3項目
版（例「私は，人とのつきあいがない」，「1．全く感じない」～「3.しばしば感じる」）で測定した．
第2回調査を起点とし第11回調査までの労働者の孤独感の軌跡を検討するためにGBTMによるクラ
ス分けを検討した．さらに，時変変数である職場支援を投入し，孤独感への影響を検討した．
【結果】分析対象は，男性249名（56.0％），女性196名（44.0％），平均年齢43.7歳（SD9.4）だった．
孤独感の10時点を通しての平均値は4.7（SD1.6）だった．GBTMによるクラス分けは4クラスを最適
モデルとした．クラス１および2は線形で，それぞれ切片1.60，3.95； １次項係数 -.028 (p = .001), -.010 
(p = .012）であり ,構成員21.9％，30.8％だった，クラス3および4は曲線で，それぞれ切片 5.12, 6.89； 
1次項係数 .045(p < .0001), .068 (p = .008) ； 2次項係数 -.001 (p = .001), -.002 (p = .020），構成員は37.9％，
9.4％だった．職場支援を投入した結果，係数はクラス順にそれぞれ，-.141(p = .334), -.050 (p = .495), 
-.529 (p < .0001), -.787 (p < .0001)だった．
【考察】10時点縦断調査による労働者の孤独感の軌跡は4つの軌跡が選択された．孤独感が低い2つ
のクラスが経時的に孤独感が軽減していた．孤独感が高い2つのクラスは逆U字曲線であった．孤独
感が高い労働者では，職場支援が孤独感とより強く関連することが示唆された．
【謝辞】研究班の坂巻顕太郎先生に感謝申し上げます．
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